
2016-A-24 Network analysis and the spread of parasitic disease in great apes 

Jade Burgunder (Faculty of Science, Masaryk University）、 KlaraPetrzelkova (Academy of Sciences of the Czech 

Republic）、DavidMo企y(University of Veterinary and Pharmaceutical Sciences) 所内対応者・ An也・ewMacIntosh 
We explored the relationship betwe巴nsocial contact networks and the spread of pathogenic sむongylenematode parasites 
in chimpanzees and bonobos. Social network characteristics w紅白comparedto each individual's parasite load to investigate 
how different positions in groups can affect the transmission of disease. Results results were compared between the two 
species. 
Fecal samples collected from bonobos (Pan panisci吋 inWamba, Democratic Republic of Congo, were examined in Dr. 
MacIntosh’s parasitology laboratory at PRI. A modified sirnpl巴 sedimentationmethod was used for parasite species 
identification and for quanti今ingthe m由erof gastrointestinal nematode eggs per gram of faeces (EPG) as a surrogate 
measure of parasite infection intensity. Strongylid eggs, Strongyloides eggs, dicrocoeliid trematode eggs, Trogodytella 
trophozoites and Capillaria eggs were detected. Similar to Hasegawa’s parasitological sU1vey in bonobos in Wamba 
(Hasegawa et al. 1983), the intensity of helminth eggs in our san1ples was usually very low (me阻 EPGこ 3.79土 4.46).
Troglodytella and Strongyloides were the most prevalent parasites, with all sampl巴sexamined testing positive. 
Par出 itologicaldata from chimp血 Z悶 （Pantroglody加） in k山 zu,Uganda were already available to be included m也e
analyses. 
The social network position of each individual was detennined using association data taken from ・ I -hour party' data that 
have been continuously collected from (I) chimpanzees in Kalinzu and provided by Dr. C. Hashimoto and (2) bonobos in 
Wamba and provided by Dr. T. Furuichi. Scan data collected企omchimpanzees in Kalinzu were also used in the social 
network analyses to compare to the results obtained form the 'I-hour party’data. Social network analyses were 
implemented using sna and igraph packages in R. Network metrics such as degree, strength, eigenvector centrality and 
betweenness, obtained from the aforementioned behavioural data were con-elated to the parasitological data by constructing 
generalized mixed-effect models. We found that s仕engthand cenu・ality have a significant effect on the intensity of 
strongylid infection in bonobos, whereas no social metrics could predict the intensity of infection in chimpanzees. These 
results suggest that bonobo’s position within thei.J. social n巴tworkinfluences their level of infection by gasむointestinal
nematodes. The different outcome found with the chimpanzee model may be explained by divergence in social association 
patterns between the two great ape species and this will need further investigation. A manuscript will be under preparation 
for a submission this year. 

2016-A-25 チンパンジー母乳における生物活性因子と子供の成長との関係性

岡本－Barth早苗 （マーストリヒト大学）、KatieHinde （アリゾナ州立大学人間進化学部進化医学センター

所内対応者： 林美呈

本研究では 2000年から数年に渡り思考言語分野において採取、冷凍保存されていたチンパンジーの母乳サン

プルを調べることにより、ヒ トとチンパンジーにおける代謝および免疫に関係する因子の比較をおこなう。また

チンパンジーの授乳期間が長いことから、 母乳中の因子と乳児の発達との関係性を調べる。 さらに同様に採取さ

れた母子の糞尿サンプルもあわせて調べることにより、乳児の発達に伴った母子の生理学的変化を総合的に検討

する0 26年度は、母乳サンプル輸出について、ワシントン条約に基づいたCITES(Convention on International Trade 

in Endanger吋 Species）手続きのためチンパンジー3個体各々の書類準備をおこなったが、個体履歴等の証明書類

の完備が困難で手続きが長期化することが予想された。そのため、コロラド大学の研究協力者が来日して所内の

実験室において、分析をおこなう方針に変更した。しかし、当初予定していた分析試薬の圏内入手が困難である

ことが判明した。そこで 27年度から新たに参加した研究協力者が異なる分析キットを用いて母乳の分析を開始

する予定であったが、 当人の所属異動 （ハーバード大学からアリゾナ州立大学）に伴い来日しての分析を行うこ

とが困難になったために、今年度に分析施行を予定していたが、 諸事情により現在も施行されておらず、保留状

態になっている。

B.一般個人研究
2016-B-1 豪雪地域のニホンザノレによる桐窟利用のモニタリ ング

柏木健司 （富山大学大学院理工学研究部 ・理学） 所内対応者 ：高井正成

ニホンずノレの厳冬期洞窟利用について、 3地壌（青森県下北半島、群馬県日光市野門、 富山県黒部峡谷）で桧討

したc しかし、 2015年度冬季は全国的な暖冬であり、ニホンザノレにとって、洞窟を利用せざるを得ないほど寒く

はなく、洞窟利用の痕跡は認められなかったe また、下北半島では対象とする洞窟についても確認できず、今後

の課題として残されたむ一方、2016年度冬季は 1月中旬以降にかなりの降雪があり、富山県では山間部でまとまっ

た積雪が認められ、桐癌を利用している可能性が高い（自動撮影カメラのデータは 4月下旬以降に回収予定）。

以下では、ニホンザノレの洞窟利用が確認で‘きた、黒部峡谷黒薙温泉の洞窟の例を報告する。

花商岩中に人工的に掘削された洞窟中には、その足元に引湯管が敷設され、 訪問時 （2017年4月4日）には洞

外に向かう十数 cm深の水流があり、引湯管からの暖気が充満していた。 j同口から約Smの位置から回収したニ

ホンザノレの骨格は、 主要な部位に加え体毛も残されていた。昨年 12月 9日にはそこには何もなく（従業員の談

話）、今冬季に入り込んで死亡した個体と判断される。洞窟に入り込んだ理由は、 状況から厳冬期における防寒

と考えられ、 引湯管が敷設された洞窟という点、で興味深い。
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2016-B-4 体肢筋における類人猿とクモザノレの類似性と相異性
近藤健、菊池泰弘 （佐賀大 ・匡） 所内対応者 ：江木直子

筋！主、動物のロコモーションにとって必要不可欠な器官である。 骨格筋を構成する筋縁維において、筋重量が

大きいということは、 高い筋収縮力を示している。ぶらさがり行動（Brachiationや Arm-swing）は一部の霊長類

種に見られる特殊な移動様式であり、その中でも Brachiationを行う能力のある類人猿と Arm-s，吋ngを援繁に行う

クモザノレの類似性と相違性を明らかにする目的で後肢筋について調査した

材料は、 エシゴリラ（オス ・成獣・1側）、ボノレネオオランウータン（メス ・成獣・l側）、 ニシチンバンジー （メス ・
成獣 ・1側）、フクロテナガザノレ（オス ・成獣・1側）、ジョフロイクモザノレ（メス ・亜成獣 ・l側）を用いた。 計測方

法は、筋から血管や神経組織を除去し、筋線維が臆膜付着する最遠位端で筋と睦を分離し、重量を電子天秤によっ

てO.lgまで測定した。筋の作用を踏まえ関箭運動方向別に分類し、後肢筋総重量から機能別の筋重量割合をもと

めたc

その結果、クモザルの股関節外転筋 （大殿筋，中殿蕗J、殿筋）割合（士、類人猿よ りも低値を示し、 足関節底屈
筋（下腿三頭筋）割合は、 類人猿よりも高値を示した。ただ、今回対象とした標本はそれぞれl種 l側であるこ
と、 またクモザノレはArm-swing以外に樹上性四足歩行も頻繋に行う ことから、 類人猿・クモずノレのサンプノレ数を

増やし、四足歩行を行うその他の霊長類種と比較することで、ぶらさがりを行う種における体肢筋の特異性を明

らかにすることが可能であると考える。また、筋重量以外にも筋縁誰長や生理学的筋横断面覆 （PCSA）といっ
た筋収縮能を表す他の指標値も検討していきたい。

2016-B-5 疾走性噛乳類の前肢、後肢筋のそメントバランスの研究
町田貴明 （山口大 ・連合獣医）、和田直己 （山口大 ・共同獣医） 所内対応者： 平崎鋭矢

疾走性噌乳類、チーター、ユキヒ ョワ、シマクマ、ラクダ、 ブラックバックに関するモメントが算出できたe

さらに現在、計画に示した、タイりクオオカミ、バタスモンキ一、 マーラに関してPcs Aの算出ためのデータ
となる、筋重量、筋糠維長、角度の情報を得ている。 モメントアームの算出はこれから行う。クモザノレ、ヒヒに

関しては筋肉の起始一終止の確認、話重量の計測を終えた。筋，線維についてはこれから実施するc すべてのデー

タが出そろったら、比較検討を行う。サイズ、系統、 生息域の違いを反映するモメントバランスの違いを明らか
とするe 添付の図にはシマウマの研究結果の一部を示した。

2016-B 7 ニホンザノレ野生群における infanthandlingの意義

関j畢麻伊沙（総研大・先導科学） 所内対応者 ：辻大和
霊長類では、 母親以外の個体（ハンドラー）がアカンボワに接触する infanthandling (IH）が日常的にみられ

る。本研究では、ニホンずノレ野生群における infanthandlingの意義を、母子 ・ハンドラーの双方から解明するこ

とを百的としているe これまでの2年間に引き続き、今年度も宮披県石巻市金華山において、 ニホンザノレA詳に

今年度生まれたアカンボワ 10頭とその母親を対象として、4月～7月まで行動観察を行ったc 各母子につき1回

1～2時間の個体追跡を行い、ハンドラ一、ハンド日ングの内容、ハンドラーと母親の社会行動、母子の交渉を記
録した。総観察時聞は約499時間で、あった。現在はデータ入力中であり、終わり次第、これまでのデータと併せ

た解析を行う。今後の解析の中心とするのは、子育てスタイノレと 田 を受ける頻度の関係性についてである。 田

の顔度は種によって異なり、種特異的な社会構造に依存するとされている。種特異的な社会構造には各種の子育
てスタイノレが影響しているとされているが、子育てスタイルには種内で、も個体差があることが分かつているつこ

の個体差が、 田 を受ける頻度や母親の許容性にどのように影響しているのかを分析する予定である。

2016←B-8 霊長類における神経栄養因子の精神機能発達に与える影響
那渡宏之、 難波寿明 （新潟大 ・脳研） 所内対応者 ：中村克樹

神経発達障害を病因とする統合失調症などのヒ ト精神疾患をモデル化するには、よ りヒトに遺伝子や行動パ

ターンが類似する霊長棄が最適と考えられる。共同研究者らは、新生仔ネズミの皮下に神経栄養性サイトカイン
である上皮成長因子（EGF）やニューレグリン1などを投与することで、思秋期以降lこ種々の認知行動異常を
呈する統合失謂症モデルを樹立しているが、実際、ヒ ト霊長類でも再現されるかは不明であったe 本共同利用研

究課題では、サノレ霊長類で、もサイトカインの新生児投与で発達依存性の認知行動変化が起こせるかどうか、 マー
モセットおよびアカゲ‘ザノレを用いて検討している。

これまで、にマーモセット新生児4頭へのEG F投与を実施してきているが、これまでにEG F投与を皮下投与
されたマーモセット 1頭が3、活動量の上昇 ・アイコンタクトの頻度低下・逆転学習課題等の成績低下を示した
が、さらにもう 1頭のマーモセットも同様の行動変化を示したとビデオによる行動観察・MRIを用いた，構造およ

びDTIのデータ取得を継続している。 また、合計3頭のアカゲ‘ザノレ新生児へEG F投与を行ったが、 3頭とも飼

育担当者が行動異常を確認したe うち1頭は予後不良と判断されたが、2頭は個別飼育のケージに移し、逆転学
習課題等を実施し、成績が悪いことを確認したe
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2016-B-9 異種間移植によるマーモセット受精卵の効率的作成方法の開発研究
笹岡俊邦、藤j幸信義、前回宣俊、小田佳奈子（新潟大 ・脳研 ・動物資源），中尾聡宏、崎村建司、中務砲、 夏目

里恵（新潟大 ・脳研 ・細胞神経生物） 所内対応者 ・中村克樹

本研究では、マーモセットの卵巣を免疫不全マワスに移植し、マーモセット卵子をマウス個体で成熟させ、体

外受精・顕微授精を用いて受精卵を多数得る方法を開発することである。 このため、マワス個体内へのマーモセッ

ト卵巣の生着、未成長卵子の成熟、排卵に必要な条件を明らかにする。 これまでに、中村克樹教授の研究室のマー

モセットの安楽死処置の際に、卵巣組離及び精巣上体の提供を受けた。卵巣は、氷上で細切し凍結保存、または
冷蔵組撮保存液に浸潰する方法にて新潟大に搬送し、ヌードマワスの卵黄嚢内、 腎臓被膜下、皮下に移植したe

移植後に卵胞刺激ホノレモン（FSH）投与を開始し、数週間後には移植卵巣内の卵胞の成熟が観察された。そこで、

FSHの投与期間と移植卵巣内の卵胞の成熟の程度を観察し、 適切な FSH投与期間を検討しているe 併せて組織
学的検討をすると共に、移櫨卵巣を体外培養し、マーモセット成熟卵胞から卵子を取得する方法を検討している。

現在進めている方法により、 マーモセットの移植卵巣がマウスに生着し、卵胞を成熟させることに成功しているc

今後も、 中村克樹教授の研究室より卵巣の提供を希望しており、 実験計画の通り、卵子の体外受精、顕微授精lこ
より受精卵の作成の段階へと研究を進展させたい。

2016-B-10 複数骨格筋への単シナプス性発散投射構造の解剖学的同定
関和彦、大屋知徹、梅田達血、 工藤もゑこ、窪田慎治、佐賀洋介（国立精神神経医療研究センター）

所内対応者 ：高田昌彦

脊髄運動ニューロンに投射する Premotorneuronは大脳皮賞、脳幹、脊髄にそれぞれ偏在し、最近の申請者らの
電気生理学的実験によって Premotorneuronの複数筋への機能的結合様式が筋活動の機能的モデューノレ（筋シナ

ジー）を構成することが明らかになってきた。 この神経解剖学的実体については全く明らかにされておらず、 ヒ

トの運動制御の理解の発展と、 運動失調に関わる筋、神経疾患の病態理解や新しい治療法の開発のためには喫緊

の研究課題である。そこで本研究では上肢筋の脊髄運動ニューロンへ投射する細胞 （Premotorneuron）の起始核

である脊龍、赤核、大脳皮質からの発散性支配様式を解剖学的に明らかにすることによって、 霊長類における巧

轍性に関わる皮質脊髄路の替髄運動ニューロンへの直接投射の機能的意義を解剖学的観点から検討する。

本年度は前年度行なった注入結果をもとに、新たなウイノレスベクターの開発を継続して行なったむまた、国立

精神 ・神経医療研究センターにおいて、霊長類研究所から供給を受けた AAVベクターの機能評価をマーモセッ

トを対象に行なったc

2016-B-11 アフリカ中新世霊長類化石の形態学的研究

国松豊 （龍谷大学・経営） 所内対応者：平崎鋭矢
1980年以来、京大を中心とした日本の調査隊がケニヤ共和国の乾燥地帯において中新世ヒト上科化石の発見を

主程とした妻子外発掘調査を継続して実施してきたc2000年代初頭まで‘はケニヤ北部のナチョラ及びサンプルヒノレ

ズ地域において野外調査が行われ、 その後は数十キロ南のナカリ地域において野外調査が始まって、現在に至る

まで継続されているc ナチョラとナカリの中新世霊長類化石を順次、分析 ・記載しているが、本年度はナチョラ

標本に関して、原猿化石をロリス科 Mioeuoticus属の新種として記載をまとめた。この属は、従来、前期中新世

からしか矢口られておらず、ナチョラ化石は中期中新世からの初めての報告であるc ナカリ標本については、小型
のガラゴ科化石を記載した。標本が断片的なため属や種は不明としたが、ほぽ同時代（後期中新世前半）のエジ

プトやナミビアで見つかっているガラゴ科化石とサイズや形態が非常によく似ている。 歯のサイズに基づくと現

生のガラゴ類の中で‘は最小の部類に入るデミドフガラゴと同じくらいで、 きわめて小型であるc また、ナカリ出
土の中新世小型 I類人猿1のニャンザピテクス類の上顎小臼歯標本に関しても記載をまとめた。 ニャンザピテク

ス禁は中新世「類人猿」のなかでもきわめて特殊化したグ‘ノレープで、あり、従来、中期中新世前半以降は知られて

いなかったcナカ リ標本は後期中新世から初めてのニャンザピテクス類の報告であり、現在知られているかぎり、
このグ〉レープ舎の最後の生き残りである。

2016-B-12 イメージングと脳活動制御の融合技術開発

南本敬史、平林敏行、永井裕司、堀由紀子、藤本淳、菊池瑛理佳 （量子科学技術研究開発機構）
所内対応者 ・高田昌彦

本研究課題において、独呂の技術である DREADD受容体の生体PETイメージング法と所内対応者である高回

りが有する霊長類のワイノレスベクタ一開発技術を組み合わせることで、 マカクサノレの特定神経回路をターゲット

とした化学遺伝学的操作の実現可能性を飛躍的に高めること呂指した。H28年度はす／レ尾状核吻内側部に抑制性

DREADDを発現させるウイノレスベクターを投与し、その発現を PETによるイメージングで可視化できることを

示すとともに、 CNOの全身投与により報酬に基づく意思決定に障害が生じることを明らかにした（NagaiらNat
Cornmun2016）。さらに、サノレ脳局所に発現させた興奮性 DREADDを CNOで活性化させた時の活動変化を

FDG-PETを用いて評価できることを明らかにした。

-94 -



2016-B-13 大型類人猿の前腕における囲内ー国外運動機構の機能形態学的解析

大石元治 （麻布大 ・獣医）、荻原直道 （慶愚大 ・理工） 所内対応者 ：江木直子

前腕の囲内ー回外は樟骨と尺骨の 2つの骨により形成される関節で起こる運動である。この関節は車軸関節に

分類され、円囲内筋などの前肢筋により樟骨が尺骨を軸にして“回転”する。 田内ー回外運動は手首の回転運動に関

与し、三次元的に位置する支持基体を用いる樹上性ロコモーションや、手の器用さと関連が深いe 大型類人猿は

樹上環境で懸垂型ロコモーションを高頻度に行い、 他の霊長類と比較して前腕の囲内ー回外運動に高い可動性を

示す。 一方で、大型類人猿内における典型的なロコモーションの種類や出現頻度に大きな違いが種間に存在する

ことから、囲内一回外の運動性も異なる可能性がある。そこで、本研究では大型類人猿の前肢における囲内一回外

運動の特性を明らかにすることを白的とした。本年度は、 ゴリラ2個体の前腕のCT撮影を行うことができた。

最大囲内時、最大田タト時のデータから三次元再構築を行う ことで、尺骨を軸とした；樟骨の運動を再現した （図）む

今後は標本数を増やすとともに、他の大型類人猿との定量的な比較を予定している。

2016 B 14 サ／レ脊髄損傷モデ、／レを用いた軸索再生阻害因子とその抗体による神経由路修復に関する研究

山下俊芙、貴島晴彦、筒井健一郎、 小林康 （大阪大 ・院 ・医） 所内対応者 ・高田昌彦

これまで、霊長類モテソレを用いて、軸素再生阻害因子と脊髄損傷後の神経回路網再形成による運動機能再建に

焦点をあて研究を行ってきた。その結果、阻害因子のひとつである Repulsiveguidance molecule-a (RGMa）が脊髄

援傷後損傷周囲部に増加することを突き止め、その責佳細胞のひとつに免疫細胞の一種であるミクログリア／マク

ロファージを同定することができた。さらに、RGMaの作用を阻害する薬物を用いて脊髄損傷後の機能回復過程

および神経団路網形成の有無を検討した。その結果、 RGMa作用を阻害した詳 （RGMa群）は、コントローノレ群

（薬物投与なし）に比べ、運動機能の回復が顕著にみられたc 神経回路網形成については、／I贋行性トレーサーで

ラベノレされた皮質脊髄路の軸索枝の一部は、自然回復に伴って脊髄損傷部を越え、直接手や指の筋肉を制御する

運動ニューロンへ結合していることが分かつた。 このような神経軸索枝は、RGMa群においてより多く観察され

た。次に、 脊髄損傷部を越えた神経軸索枝が直接運動機能の回復に寄与しているか否かを、 電気生理学手法と神

経活動阻害実験を併用して確認した。その結果、直接運動機能の回復に寄与していることが明らかとなった。 こ

れらの結果から、脊髄損傷後の運動機能回復を促進させる治療法と してRGMaを分子ターゲッ トとした方法が有

用であると考える会

2016-B-15 マーモセット脳機能研究に最適化した経路選択的操作とその基盤となる回路構造解析技術の開発

渡辺雅彦、今野幸太郎 （北大 ・院 ・医） 所内対応者 ：中村克樹

平成28年度は、マーモセット脳の神経化学特性を可視化するための5種類のマーカー抗体 （小胞膜グ、ノレタ ミ

ン酸トランスポータ－VGluT3，セロトニントランスポーターHIT，グリシントランスポーターGlyT2，ドーバミ

ン合成酵素 DBH）に対する抗体開発を行い、 供与を受けた成体マーモセット脳サンプノレを用いて特異J性を確認

するとともに、タンパク質レベノレで‘の神経化学データを収集することができた。従って3年間で9種類の抗体と
リボプロープの開発を完了し、マーモセット脳での代表的な神経伝達物質経路のニューロンを可視化するための

ツーノレ開発を全て完成させることができたζ また開発したリボプロープを用いたinsituハイブリダイゼーション

法により、 マーモセット成体脳における VGluTI,VGluT2, VGluT3, GAD67, CHT, H口，DBH,DATの8種類の分子

の mRNA発現細胞マップ構築を完了し、その発現細胞マップがデータベース上で公開されている
(h口ps:// gene-atlas. bminds. brain.riken.jp/) 

2016-B-16 奥多摩湖周辺の野生ニホンザノレ「山ふる群jの調査と環境教育

島田将喜、古瀬浩史 （帝京科学大・生命環境）、坂田大輔 （東京都立奥多摩湖畔公園山のふるさと村・ビジター

センター） 所内対応者：辻大和

2016年度の調査で得られた山ふる詳の推定最大頭数は84頭であったc 通年で見た場合、 観察された採食の回

数の多かったのは、オヱグノレミの種子、草本禁、サクラ属の果実、クズの葉、カキノキの果実、ハリエンジュの

花、ヤマグワの素である。前年度に引き続き、山ふる詳のすノレが民家付近の農作物や果樹などを採食する行動は、

一度も観察されなかった。遊動域は山のふるさと村を中心とする狭い範囲に集中していた。95%カーネノレ法によ

る年間の推定遊動域の全体は、 奥多摩湖の南岸一帯をコアエリアとする、 i胡を大きく取り囲む領域であることが
わかった。解放水域を除く遊動面積は 15.0km2であった。2014、15年度に比べて狭く見積もられたとはいえ、 J
里に依存しない平均的な他地域の野生ニホンザノレの遊動壊面穫に比べて広いと考えられるむ 2014年から 16年度

とかけての個体数は、 80数頭で安定している。2011年2月時点での山ふる詳の推定頭数は88頭であったことか

ら、個体数は過去少なくとも 6年間にわたって安定していると考えてよいだろうe 現在の山ふる詳の遊動域は、

民家の多い湖北に向かつて大きくなった事実はなく、むしろより自然林に近い南～南東に向かつて広がったよう

だe ただしデータポイント数の多寡が遊動面積推定に影響を与えている可能性があり、遊動域の変動についても
今後の継続調査が必要である。
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2016-B-17 分子ツーノレを用いた皮質ー皮質下ネットワークの機能解析
田中真樹、竹谷隆司、鈴木智費、亀田将史、稲葉直子、弘中愛 （北大 ・院 ・医） 所内対応者 ：高田昌彦

前頭葉皮質の機能は視床を介した皮質下からの入力によって調節されている。本研究で、は分子ツーノレをニホン

ずノレに適用した2つの実験を進めてきた。 実験1では、小脳外側部の機能を調べるために、化学遺伝学的手法に

よって小脳の豆急性障害モデノレを作成することを試みたむプノレキンエ細胞特異的に変異型ヒ トムスカリン性アセ

チノレコリン受容体M4を発現するアデノ随伴ワイノレスパクターを小脳外側部に註入し、CNO投与下で眼球運動課

題を解析した。特異的な行動変化は見いだせず、 むしろ同量のクロザピン投与でも行動が変化する’傾向があり、
今後の研究戦略の再考を追られる結果となった。1頭の個体から免疫組帯標本を作製したところ、遺伝子発現は

好調であったe また、実験2では、大脳読床路を光遺伝学的に抑制することを試みた。補足眼野にハロロ ドプシ

ンを発現するベクターを注入し、運動性視床で終末を光刺激することで運動関連応答への影響を調べているつ こ
れまでに、 光刺激によって活動を変化させるニューロンを少数ながら同定することができている。これらの研究

は平成29年度も継続して行う。

2016-B 18 ウイルスベクターを利用した霊長類脳への遺伝子導入と神経回路操作技術の開発

小林和人、 管原正晃 （福島県立医科大）、 渡辺雅彦、内ケ島基攻、今野幸太郎 （北海道大学）、伊原寛一郎、加

藤成樹 （福島県立医科大） 所内対応者 ：高田昌彦

霊長類の高次脳機能の基盤となる脳内メカニズムの解明のためには、複雑な脳を構成する神経回路の構造とそ

こでの情報処理 ・調節の機構の理解が重要である。 我々 は、これまでに、高田教授の研究グ‘ループ＝と共同し、マ

カクザノレ脳内のニューロンに高頻度な逆行性遺伝子導入を示すウイノレスベクター （HiRe叶.JeuRetベクター）を開
発すると ともに、これらのベクターを用いて特定の神経路を切除する遺伝子操作技術を開発したc また、高田教

授・中村教授との共同研究により、 コモンマーモセットを用いた脳構造と機能のマップ作製の研究を推進するた

めに、HiRe位向uRetベクター技術を応用して脳内への効率的な遺伝子導入系の開発をおこなってきた。今回、マー

モセット脳内での効率的な神経機能の操作を§指して、 種々の導入遺伝子をコードするウイノレスベクターを脳内

こ注入し、その発現パターンの解析を試みる計画であったが、その前段階としてFuG-E型ベクターの導入効率を

定量的に解析した。本ベクターは、 黒質轍密部（SNc）、視床（CM-Pf）、大脳皮質（area6D）のいずれの領域において
もFuG-B2型ベクターに比較して、1,4-2.3倍の高い効率で遺伝子導入され、ゲノム力価自身も FuG-Eパクターが

FuG-B2ベクターに比較して顕著に高いことが示された （GFP搭載の場合、7.2倍、 RFP搭載の場合、5.0f吾）c ベ
クタ一生産効率と導入効率ともに、FuG-Eベクターがマーモセット脳内への遺伝子導入には最適であることが明
らかとなったc また、マカクザノレのイムノトキシン標的分子であるインターロイキン受容体 αサブユニット

(rhIL-2Rα）に反応せず、マクスIL-2Ra(mIL-2Rα）に選択的に作用する新たなイムノトキシンの開発のため、以前

と、 作成したモノクロ一ナノレ抗体2E4を基盤lこしたイムノトキシン（2E4PE38）がマウス細胞に選択的な殺傷作用
を持つことを見出した。2E4PE38の特性解析を進めるとともに、抗体価の高いモノクロ一ナノレ抗体が得られる

可能性が高いウサギを用いて、 mIL-2Rαに対する新たなモノクロ一々ナノレ抗体を探索するための抗原の発現を精製

を行ったc マウスmIL-2Rαに対するイムノトキシン分子について特性解析の後、サノレ脳内での機能解析に応用す
る計画である。

2016-B-19 霊長類の皮質一基底核一視床ノレープの形態学的解析

藤山文乃、苅部冬紀、 高橋晋、中野泰岳、水谷和子、呉胤美（同志社大学）、議村宣和（玉川大）

所内対応者 ・高田昌彦

ドーバミンは全ての晴乳類において、運動機能や認知機能の調整のみならず学習や報酬系にも深く関与してお
り、その制御の解明については重要課題である。近年、大脳基底核の挟蒼球外節細胞がドーバミン細胞群である

黒質殻密部に投射することが報告されたが、淡蒼球外節のどのニューロンが投射し、どのように作用するかは明

らかではなかった。
本研究では、最終的には霊長類での解明を目指すが、これまでPV-Creマウスを用いた研究しかなかったところ、

所内対応者の高田昌彦教授との共同研究で、PV-Creラットを世界で初めて作成していただき、このラットを使用

して、 淡蒼球外箭の中で‘もパノレプアノレブ、ミンを持つ細胞だけを赤の蛍光タンパクで可視化することで、神経終末

が黒質殻密部の特定の領域に優位に分布することを明らかにしたε さらに、 淡蒼球外節のパノレブアノレブミン細胞

の活性化によって黒雲撤密部のドーパミン細胞が強く抑制されることが電気生理学的に証明された（Oh,Karube 

et al., Brain S tructur 

この PV二C1’巴ラツトの成功によつて、次の段階として、マーモセットを用いた実験を予定している。 この研究に

よって、運動や学習における大脳基底核の理解、黒質轍密部の変性疾患であるパーキンソン病の病態への理解の

進歩が期待できるe

2016-B-20 遺伝情報によるニホンザノレ地域個体群の抽出と保全単位の検討

森光由樹（兵庫県立大 ・自然 ・環境科学研究所／森林動物研究センタ一） 所内対応者 ：J11本芳

兵庫県のニホンザノレの分布は、生怠している全ての群れが孤立しており、遺伝的多様性の消失及び絶滅が危慎
されている。ニホンザノレの管理を進めるには、 早急に遺伝情報による保全単位を設定する必要があるc これまで
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進めてきた兵庫県内の地域個体群の遺伝情報を補足するため、今年度は新たな個体の糞および血液を採取した。
計38個体の試料を採取した。採取した試料を用いて、常染色体マイクロサテライト計16座位（Kawamotoet al.2007) 

こついてフラグメント分析を行い、 遺伝子型を判定した。昨年までの遺伝データに追加し、 平均へテロ接合率の

期待値Heと観察値Hoを算出した。 各々の地域個体群は、 美方n=26(He=O.724 Ho= 0. 709）、城崎n=12(He=0.703 
Ho= 0.727）、篠山 n=18(He=0.699 Ho=0.733）、大河内・生野n=23(He=0.713Ho= 0.762）、船越山n=25(He=0.698Ho= 

0.741）であった。すべての個体群において、ヘテロ接合度並びにFst値を比較したところ有意差は認められなかっ

た。 今後は、得られた遺伝データを用いて解析を進め保全単位の抽出作業を行う予定である。

2016-B 21 人類の進化と疾患におけるヒト特異的レトロ因子の役割

鈴木俊介、 森沙織（信州大 ・農） 所内対応者 ・今村公紀
現在までにヒト特異的に挿入されたレトロコピーを 16箇所特定し、それらが実際に組織や細胞において発現

し、うち4領壌では上流遺伝子とのキメラ転写産物として発現することを明らかにしたe 培養細胞を用いた強制

発現やノックダワン実験およびゲノム編集技術によるレトロコピー欠失実験等により、ヒトゲノムにおけるヒト
特異的レトロコピーの獲得したゲノム機能を現在解析中である。また，ヒト特異的レトロ因子による内在性遺伝

子の発現調節機能を解析するため， チンバンジーの培養細胞を用いたゲノム編集実験を計画したが，今回用いた

細胞は単一細胞化した後に増殖しないことが明らかになり， 計画した実験に適さないことがわかったe 今後の研
究計画の遂行には，まずゲノム編集実験が可能なチンパンジー細胞株の樹立が必要であるe

2016-B-22 霊長類脳の全細胞イメージングと神経回路の全脳解析

橋本均（大阪大 ・薬）、 中毒敬信（大阪大 ・歯）、笠井淳司（大阪大 ・薬） 所内対応者 ：高田昌彦

本研究は、我々が最近開発した、サブミクロンの空間解像度の全脳イメージングを世界最速で行うことが可能

な光学顕微鏡システムを用いて、 高田教授グ、／レープが開発した神経回路の標識技術法により作製されたマーモ

セット脳の全イメージングを行った。今年度は、共感や情動等の認知機能に関わる後帯状皮質の接続領域と、 こ

の領域に対応するマウス脳領域の回路構造との共通性などを明らかにし 精神・神経疾患の病態解明に資する橋

渡し研究の基盤情報を得ることを試みたむ 具体的には、成体マーモセットの後帯状皮質に、意光蛋白質tdTomato
を発現するアデノ随伴ワイノレス（AAVlCMVtdTomato）を注入し、 長距離の神経投封を可視化するため3週間の発

現期間を経た後に固定し、 高精細の全脳画像を取得した。同様の実験をマウス脳でも行い、マーモセットとマウ

スの回路構造を比較したc その結果、マーモセット、 マウスともに、注入領壌に存在する神経細胞に加えて、本

棲域に投射する視床の神経細胞や尾状核の神経線維が標議されており、動物種間で類似する結果が得られた。 そ
の一方で、 マーモセットにおいては、マウスには該当する領壌が存在しない前頭皮質のブロードマンS野にも標

議された細胞が検出され、動物種間で異なる神経回路の存在も明らかにしたc

2016-B-23 サノレ類およびチンパンジーにおけるヘリ コパクター感染に関する研究

橋香奈 （東京大学医学部微生物学教室） 所内対応者：宮部妻子

ヒト胃内に生息することが知られているピロ リ菌の一部は、発がんタンパク質である CagAを産生し、胃上皮
細胞内に注入することが知られている。そとで本研究では、マカグザノレにおける CagA陽性ピロリ菌の感染の有

無を検討したe

まず、 霊長類研究所で飼育されているマカクザ／レ個体の胃液から DNAを抽出し、 PCRを行なった結果、ピロ
リ菌の発がんタンパク質CagAの遺伝子が検出されたa 更に胃液を寒天培地上にプレーテイングした結果、CagA

陽性ピロ リ菌 （サノレ由来ヒ＝ロ リ菌）が単離された。

更に、これまでの研究から、CagAの発がん活性は宿主の居住する地域により差が生じることが示唆されてい
る。そこで次に、サノレ由来ヒzロり菌CagAの遺伝的及び機能解析を巨的とした実験を行なった。

具体的には、サノレ由来ピロリ菌 CagAの遺伝子配列を解析し、分子生物学的手法を用いてそれらの CagAが胃上

皮細胞にどのような影響を及ぼすかを検討したc また、次世代シーケンサーを用いてサノレ由来ピロリ菌の全ゲノ
ム解析を行なった。

来年度は、 更にピロ リ菌の感染実験、および全ゲノム解析を行うことで、 サJレ由来ピロリ菌の病原性を検討す

る。

2016-B-25 報酬学習 ・罰学習における外側手綱核ー前部帯状皮質ネットワークの役割

松本正幸、 JII合隆嗣（筑波大学 ・医）、佐藤韻哉（関西学院大学 ・文）、山田洋（筑技大）
所内対応者高回昌彦

最近の研究の中で我々 のグ‘ノレーブ予は、嫌悪的な事象 （報酬の消失や罰刺激の出現）に対して活動を上昇させる

外側手綱核と前部帯状皮質の役割分担について報告した （Kawaiet al & Matsumoto, Neuron, 2015）＂外側 手綱核が
現在の嫌悪事象を素早く検出するのに対し、前部帯状皮質は現在だけでなく、 過去に経験した嫌悪事象の情報も

保持することを明らかにした。また、前部帯状皮質には、 動物の回避行動に関係するニューロン活動も多く見ら

れたc以上の結果から、我々 のクソレーフもでは、前部帯状皮賀は外側手綱核から嫌悪事象に関わるシグナノレを受け、
そのシグ‘ナノレを回避行動を調節するためのシグナノレに変換しているのではなし、かと考えている。平成28年度は
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その変換メカニズムを理解するため、前部帯状皮質内のローカノレネットワークに注目し、 ローカノレネットワーク
を形成する異奮性の錐体細胞と抑制性の介在細胞がそれぞれどのような情報を伝達しているのか解析したc その

結果、他の領域にシグ‘ナノレを伝達する錐体細胞よ りも、前部帯状皮質内部の情報処理に関わる介在細砲の方が報

酬や回避行動に関係する、ングナノレを多く伝達していることが明らかになった。以上のデータをまとめた論文を投

稿準備中であり、研究成果の図の提出は見送りたいc

2016-B-26 ニホンザノレ二足歩行運動の生体力学的解析

荻原直道 （憂慮義塾大学 ・理工学部）、大石元治 （麻布大学 ・獣医学部）、谷瑞樹 （慶臆義塾大学・理工学部）

所内対応者：平崎鋭矢

生得的に四足歩行するニホンザノレの二足歩行運動のメカニクスを、 ヒトのそれと対比的に明らかにすることは、
ヒトの二足歩行の起源と進化を明らかにする上で重要な示唆を提供する。本年は、昨年までに計測したニホンザ

ノレの二足歩行のスティフネスデータを、ヒトの二足歩行 ・走行 ・GroundedRunning （両脚支持期があるにもかか

わらず力学的には走行である移動様式）のそれと対比することを通して、ニホンザノレの二足歩行が、ヒ トに見ら
れる倒立振子メカニクスを活用した二足歩行ではなく、GroundedRunningとなってしまう力学的要因を考察した。

ヒト披検者7名に二足歩行・走行・GroundedRunningを行わせたときの3次元身体運動をモーションキャプチャ

システムと床反力計を用いて計測したむその結果より歩行中の重心点の時間変化を求め、 位置・運動エネルギー
を算出したe また、その点と着力点を結ぶ脚軸の長さ変化と床反カデータから、脚のスティフネス （脚の弾性特

性）を算出した。その結果、ヒ トの脚スティフネスは、走行時においても、ニホンずノレの二足歩行時のそれと比

較して大きいことが明らかとなった。 ニホンザノレの酔筋骨格構造はヒ トと比較して相対的に柔らかく、立脚期時
聞が構造的に増大しやすいため、 ヒトのような倒立振子メカニクスに基づく二足歩行を行う ことができないこと

が示唆された。

一方、ニホンザノレ屍体標本1個体の前肢から、歩行に関係する主要な筋の組織片を採取した。 現在、 クリオス

タットで切片を作成し、免疫組織化学的染色によって筋諌維型の比率を求め、速筋線維と遅筋線維の割合を求め

る作業を行っている

2016-B-28 霊長類の光感覚システムに関わるタンパク質の解析

小島大語、鳥居雅樹 （東京大 ・院理・生物科学） 所内対応者． 今井啓雄

脊椎動物において、視物質とは似て非なる光受容蛋白質 （非視覚型オプシン）が数多く同定されているe 私共
は、マウスやヒトの非視覚型オプシンOPN5がUV感受性の光受容蛋白質であることを見出し（Kojimaet al., 2011）、
従来UV光受容誌がないとされていた霊長類にも、 UV感受性の光シグ、ナノレ経路が存在するという仮説を提唱し

た。本研究では、 OPN5を介した光受容が霊長類においてどのような生理的役割を担うのかを推定するため、霊
長慧におけるOPN5の発現パターンや分子機能を解析してきたが、 これまでの霊長類の組織試料を用いた解析か

ら、 ニホンザノレなど霊長類OPN5遺伝子には、他のオプシン遺伝子との類似性からは予測できないエクソンが存

在することを見出している。本年度は、 このような特異なエクソンをもっスプライスバリアントが、どのような
動物種で発現しているのかを実験的に検証した。 霊長類以外の晴乳類としてマクス OPN5遺伝子由来のスプライ

ス産物について調べたところ、同様のスプライスバリアントは発現しているが、ニホンザノレなどに比べると発現

量は非常に少ないことがわかったc また、 噛乳類以外の脊椎動物（ニワ トリやゼブラフィッシュ）では、このよ
うなスプライスバリアントは全く検出されなかったe この OPN5スプライスバリアントは通常型 mRNAとは異

なり、光受容タンバク質はコードしておらず、 霊長類においてどのような機能・存在意義があるのかは興味深い

問題である。

2016-B-29 高次脳機能を支える越シナプスネットワークの解析

星英司、石田裕昭、中山義久 （頁京都医学総合研究所） 所内対応者：高田昌彦

注目が集まっているのも関わらずその機能が依然として未知である視床絹様核に焦点を当てた学際的研究を
実施したe 読床絹様核［ま視床と大脳庄嚢の間に位置しており、両者から入力を受ける位置にあるc 視床網様核の

細胞は抑制’性の投射を読床に送っている。 こうした特徴は、大脳皮質と視床という二つの重要な拠点をつなぐ神

経回路において、視床網様核が鍵となる投割を担っていることを示唆する。 そこで、 運動機能の観点から担床絹
様核の関与について2つの観点からなる研究を実施した。 第一に、狂犬病ウイノレスを使った越シナプス性逆行性

トレーシングを実施した。到達運動において中心的な役割をはたす違動前野腹側部にワイノレスを在入し、この部

位へ視床を介して投射する視床網様核細胞を同定した。その結果、視床網様核の前方背側部が読床を介して運動

前野腹側部へ投射することが明らかとなった。第二に、到達運動を行っている動物の読床網様核の前方背側部よ

り細胞活動記録を行った。運動前野腹側部と同様に、視覚応答活動、運動準備活動、運動実行活動が記録された

が、いずれも空間選択性が小さかった。この結果は、視床網様核は運動に関連する各種イベントに連関して、 非
選択性の抑制’性シグ‘ナノレを視床一大脳皮質系に送っていることを明らかとした。 さらに、 こうした特徴は、視床

網様核が情報伝達のゲートウェイとして機能することを示唆する。
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2016-B-30 金華山島のニホンザノレにおける採食技術獲得の社会的影響
田村大也 （京都大 ・理 ・生物） 所内対応考 ：辻大和

宮城県金華山島に生息する野生ニホンザノレを対象にオニグ‘／レミ採食行動の調査を実施した。オニグ、ノレミを自ら

割って採食できる個体の性 ・年齢を調べた結果、 7議以上のオトナオスは全個体が採食可能であった。5歳以上

のワカモノ・オトナメスでは 11個体が採食可能で‘あったが、 6個体では採食場面が一度も観察されなかった。 4

議以下の個体については、オス・メスともに採食場面は一度も見られなかったc 以上のことから、オニグ〉レミの

採食が可能となる身体的強度には5最程度で到達すると考えられる。 一方で、 5歳以上でも採食できないメスが
存在したことから、オニグノレミを採食するためには身体的強度に加え、採食技術の獲得が必要であると推測され

た。そこで、オニグノレミの採食場面を詳細に観察した結果、外殻を割るための4つの割り型 （「粉砕型jf半分型j

f片半分型J「拡大型J）が確認されたむ 4つの割り型について、採食時に行われる 5つの採食操作を調べたとこ
ろ、割り型によって操作要素の構成が異なっていた。以上のことから、オニグノレミ採食という同ーの目的に対し、

個体によって異なる複数の採食技術のバリエーションが存在することが明らかになった。

2016-B 31 対 首小脳 大脳基底主友達聞の神経生理学的、神経解剖学的研究

南部篤、畑中伸彦、知見聴美、佐野裕美、長谷川拓 （生理学研究所） 所内対応者 ：高田昌彦

新世界サノレであるマーモセットは、 遺伝子改変動物の作製に適しているなど今後の実験動物として期待されて
いる会しかに、その神経解剖学的、神経生理学的知見は十分に蓄積されているとは言い難いeそこで本研究では、

マーモセットの大脳皮質運動野を中心と した線維連絡を調べることにした。

マーモセット大脳皮質には脳溝などのランドマークが乏しく、 領野の同定には機能マッピングが必須である。
マーモセットの頭部を覚醒下で無痛的に固定し、皮質内微小電気刺激 （ICMS）、神経活動記録を用いて、大脳皮

質運動野を中心として機能マッヒcングを行ったε 次に、 大脳皮質問、大脳皮質ー脳深部聞の線維連絡を調べるた

めに、これらの領域にFluoroemerald, Fluoro mby, AAVベクターなどの神経レーサーを注入した。 一次体性感覚

野のうち3a野の皮質皮質問結合は、 一次運動野 （Ml）とは異なり体部位を越えているものが多いこと、 3a野へ

の視床の起始核はMlと共通していること、Mlから線条体への投射は主に被殻に終わることなどが明らかlこなっ

2016-B-34 サル類における聴覚事象関連電位の記録

伊藤浩介（新潟大学） 所内対応者 ；中村克樹
明らかな適応的意義の見当たらない音楽は、何故どのように進化したのだろうか。本研究は、従来の行動指標

の代わりに事象関連電位（ERP）や誘発電位（EP）を用いて、 音楽の系統発生を探る試みである。 これまでの研究で、

マカクザノレを対象に、無麻酔かっ無侵襲で頭皮上からERP/EPを記章表するための方法論を確立した。これにより、
頭皮上の最大 19チャンネノレから、純音刺激に対する聴覚EPの皮質成分を記鑑し、 mPl,mNl, mP2, mN2, mSPの

各成分を世界で初めて同定 ・命名した（Itohet al., Hearing Research, 2015)0本年度は、 これをもとに、 マカクとヒ

トにおける聴覚処理の種差を違いを検討した。具体的には、純音刺激の持続時間を 100ミリ秒から2ミリ秒まで
短くしていった際の EP振幅への影響や、和音などの音楽的刺激に対する応答などについて調べた。並行して、

マーモセットを対象とした、無麻酔かつ無侵襲の頭皮上脳波記録につき、保定法や電極の検討を行い、 2震から

聴覚EPの記録に成功した。

2016-B-36 霊長類の各種組織の加齢変化

東超 （奈良県医大 ・医・解剖学） 所内対応者 ・大石高生

加齢l乙伴う呼吸器系の内臓のカノレシヲム、燐、マグネシワム、硫黄、鉄、 亙鉛など元素蓄積の特徴を明らかに
するため、サノレの肺の元素含量の加齢変化を調べたc 用いたサノレは 19頭、年齢は新生児から30歳までであるc

サノレより肺を乾燥重量 100mg程度採取し、水洗後乾燥して、硝酸と過塩素酸を加えて、 加熱して灰化し、高周波

プラズマ発光分析装置 （ICPS-7510、島津製）で元素含量を測定し、 次のような結果が得られたe
①サノレの肺の平均カノレシウム含量は 1.567mg/gであり、いずれも 4mg/g以下で、カノレンワム蓄著がほとんど生

じない内績であることが分かつたむ

2年齢とカノレシウム含量の棺関係数は0.7135(p=0.0006）であり、 有意な正の相関が認められた。この結果は加齢
とともに肺のカルシウム含量が徐々に増加することを示しているむ

3年齢と亜鉛含量の棺関係数は 0.4746(p=0.004）であり、有意な負の相I請が認められた。 この結果はサノレの肺の
抗酸化作用をもっ亙鉛が加齢ととも被少することを示しているc

2016-B-37 複合ワクチネーションによる SIVの感染防御効果の解析

三浦智行、水田量太、阪脇贋美 （京都大 ・ワイノレス ・再生医科学研） 所内対応者 ：明里宏文
我 は々、 エイズの原因ウイノレスで‘あるヒ ト免疫不全ウイノレス 1型 （HIV-1）の感染モデノレとしてサノレ免疫不全

ワイルス （SIV）や、それらの組換えウイルスであるサノレ／ヒト免疫不全ワイノレス（SHIV）のアカゲザノレへの感

染動態と免疫応答について長年研究してきたc 一方、 SIV遺伝子を発現する BCGベクターとワクシニアウイノレ
スベクターを組み合わせて免疫することにより、 SIVの感染防御効果が得られることを示唆する予備的結果を得
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たc 平成 28年度は、候補アカゲザノレより採血し、免疫遺伝学的パックグラワンドの解析を行い、ワクチン候補
の感染防御効果を確定する実験に適したアカゲザノレを選定し（ワクチン群3頭、対照群3頭）、 ウイルス ・再生

研に移送してワクチン実験を開始した。また、新規に開発した攻撃接種用 S回Vとして、 臨床分離株と同等レベ

ノレの中和抵抗性を有する CCR5親和性SHIVの感染実験のために6頭のアカゲザノレを同様に選定しワイノレス ・再

生研に移送して攻撃接種前の基礎データを取得したe ワクチン候補の SIV感染防御効果の確定および攻撃接種用

SHIVの攻撃接種ウイノレスとしての評価のために平成29年度も感染実験を継続するe

2016-B-38 サノレ化マウスを用いたサノレレトロウイルス病原性の解析

伊吹謙太郎、関根将、陣野萌恵 （京大 ・院 ・医） 所内対応者：明里宏文

サノレレトロウイノレスによるサノレへの病原性を解析するためには個体レベノレでの病態解析が重要となる。今自
我々はサノレ個体の代替動物モデノレとしてサノレ化マウスの利用を考えた。免疫不全マウス(NOGマウス）へ移入する

サル造血幹細胞の供給源としてはサノレ胎盤の有効利用を考え、アカゲ‘ず／レの胎盤から造血幹細胞 （幹細胞）の分

離を試み、組織に含まれる細胞群についてフローサイトメトリーにより解析し、幹細胞を含む胎盤細胞の移植に
よりすノレ化マウス作製を試みた。本年度、分与していただいたサ／レ胎盤は、アカゲ‘ずノレの帝王切開時に採取して

いただいた。この胎盤をコラゲナーゼ処理し得た胎盤細胞中にはCD34陽性細胞群が2.1%存在していることがわ

かった。さらに、 この中には多能性幹細胞（CD38-HLA-DR＋）群が5.8%含まれていることがわかったeそこで、NOG
マウス 3頭 （6週令、睦）に胎盤細胞 1.0x107個／頭を腔骨骨髄腔内に移植 （IB阻法）し、経時的に採血しサノレ免

疫細胞の生着の有無を確認した。移植後 14週までの段階では、移植マウスの末梢血中にサル負疫細胞は認めら

れておらず（図1）、胎盤の多能性幹細胞の移植によるサノレ化マウス作製の可能性については明らかにできなかっ
た。

2016-B 39 霊長類におけるヒトの皮膚の表現型の特性について

荒川那海、堀田葉子、寺井洋平（総研大 ・先導研） 所内対応考 ：今井啓雄

類人猿と比較してヒトの皮膚は特徴的である。例えば、表皮と真皮が厚く 、またそれらを結合している基底膜

の構造も特徴的な波型であり表皮と真皮の結合の強度を高めていると考えられる。 これらはヒトで減少した体毛
の代わりに皮書の強度を増して外部の物理的な刺激から体内部を保護していると考えられている。本研究では、

これらのようなヒト特異的皮膚形質が進化の過程でどのような遺伝的基盤によって獲得されてきたのか、 発現量

に焦点を当てた類人張との種間比較から明らかにすることを目的としているe
ヒト特異的な皮膚形質に関係している遺伝子を網羅的に把握するために、ヒト 5個体、チンパンジー、ゴリラ、

オランワータン各種3個体ずつの皮膚を用いた陪.JA発現量解析（RNA部 ωを行った。ヒトと類人猿のゲノム配列
を参照配列として各々に各個体の町叫Aseq配列をマッピングし、どの参照配列でもヒト 5個体と類人猿9個体の
間で統計的に有意に発現量差のある遺伝子を抽出したe その結果、皮膚の張力や基底膜に関わる複数の遺伝子の

発現量がヒト特異的に上がっていた。現在、発現量差を生み出しているヒト特異的変異を含む発現調節領域を分

子進化学的解析により明らかにすることを試みている。

2016-B-40 野生ニホンザノレにおける分派中の行動パターンと社会的・生態学的条件の関係

風張喜子（北海道大 ・北方生物園フィーノレド科学センタ一） 所内対応者： 辻大和

ニホンザノレは、メンバーがひとまとまりで暮らす提集性の高い群れを作る。これまでの研究によって、各個体
が周囲の個体の動向を把握し自分の行動を調節することで、互いの近接が保たれていることが示唆されている。

その一方で、群れの個体が一時的に2つ以上の集団に分かれて行動する分派も、季節や群れによっては援繁に見

られる。互いに近接しあうようにふるまうニホンザノレが、なぜ分派するのか、明らかになっていることは少ない。
そこで、本研究では、分派直前から合流までの群れ ・分派集Eの動向から、分派の要因を検討することを百的と
したe I年のさまざまな時期に、 宮城県金華山島の野生ニホンザノレ Bl群を追跡し、群れ追跡、中は、群れの凝集

性、自視可能な個体名とその活動内容、音声コミュニケーションの内容などを定期的に把握したむ分旅が起こっ

た場合はいずれかの集団を追跡し、同様のデータを収集した。 2016年度は6例の分派を軍察したc 今後は、 2014

年以降の2年間に記録した20倒と合わせて、分派開始前と分派中の活動内容や採食品目、音声コミュニケーショ

ンの内容を整理し、それぞれの事例について分派の要因を検討する予定である。

2016-B-41 霊長類における絶滅危倶種の保全技術の確立

佐々木えりか、井上貴史、平川玲子 （公益財団法人実験動物中央研究所） 所内対応考ー中村克樹
米国では、動物園の絶誠危倶種である新世界ザノレの遺伝資源保全のために動物を交換し、近交化を防ぎつつ個

体数を増加させて野生に戻す取り組みが一定の成果を挙げている。しかしながら動物個体の移送、飼育環境の変

化は、 動物に大きなストレスを与える原因となる。我々は、 コモンマーモセット（Callithrix jacchus）を用いて非侵
襲的に子宮内から受精卵を回収する受精卵採取技術を開発した。 この方法と受精卵の凍結技術、非侵襲的受精卵

移植技術を組み合わせれば、動物交換をすること無く、絶滅危怯種である新世界ザノレの繁殖を可能にし、近交化

を防ぐ事ができるようになる。 本研究では、京都大学霊長類研究所において飼育されているワタボワシタマリン
(Sa伊 inusoedipus）で非侵襲的受精卵採取技術の確立が可能かを検討した。
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ワタボワシタマリンのつがい3ベア （メスの個体番号： So200,So213, So214）を用いた。血中プロゲステロン

濃度を測定し、測定値が lOng/mlを超えたBを排卵白と予測した。排卵予測Bから約 10日後に非侵襲的受精卵

採取を4回行った。

So200,So2I3,So2l4のいずれの個体もコモンマーモセットの受精卵を採取する際に用いる器具類で子宮内を潅

流し、子宮内膜細胞などの潅流物が得られた。またSo213からは、昨年に引き続き脱出旺盤胞期の受精卵採卵1

個を得る事ができたe この結果から、 コモンマーモセットで確立された非侵襲的受精卵採卵法はワタボウシタマ

リンにも適応可能であることが示された。本来は、 この受精卵の凍結を行なう予定で、あったが、脱出旺盤胞は、

凍結が困難であるため、任性幹細胞（ES）細胞の樹立を試みた。ワタボワシタマリンの受精卵は、マワス胎児繊維

芽細胞上で一定期間の増殖を認めたが、 ES細胞株の樹立には至らなかった。

2016-B-42 言語を支えるノレーノレ着IJ発に関する実験的研究

森田尭 （マサチューセッツ工科大学 ・言語学） 所内対応者：香回啓貴

本研究では、計算理論的複雑性とすノレの学習可能性との関連について検討したc )I固化脱」l固化実験を用いた先行

研究において、サノレは Z次マノレコフモデノレで表現可能な系列（例：ABAB）については学習可能だが、 3次以上を必

要とする系列（例：AABB）についての学習は困難であるという報告がなされている。本研究はサノレにおける 2・3

次マノレコフ系列学習の難易度差についてのより深い理解を得るため、タッチパネノレ上の視覚刺激を用いたオペラ

ント学習実験を実施したe まずニホンザノレ6頭を3頭ずつ2つの群に分け、それぞれに2次マノレコフ系列と 3次

マルコフ系列を訓練学習させた。系列はタッチパネノレ上の左右端に表示される正方図形の遷移で表現し、 2次マ

レコフ詳には図形を左右交互に聾示（左右左右・右左右左）、 3次マノレコフ群には左左右右・右右左左を提示した。

訓練後、 学習内容を確かめるためプロープテス トを実施した。まず、系列中3または4番目に図形を左右両側提

示にし、 予測に即した方を思わず触るかどうかを観察しようと試みた。しかし、この手法で、はサノレが接触動作を

止めてしまい、 予測動作の有無を検討できる結果は得られなかった。これを受け、系列中3または4番目の図形

を予測とは逆側に提示し反応時間の遅延を観測するプロープテストを次に実施したc 結果、 2次マノレコフ詳では

プロープ時常に大きな反応時間の遅延（非プロープ時との比較）が見られたのに対し、 3？；欠マノレコフ群ではそのよ

うな規則的な遅れは見られなかった。 このことから2次マノレコフ詳は法則を学習し図形握示位置を正しく予測し

ていたのに対し、 3次マノレコフ群は少なくとも 2次マルコフ群ほどの精度での予測をできていなかったと結論づ

7られるe これは先行研究の結果と一致するc 今後、 比較のためにヒトに対する同様の実験を追加で行い、この
結果と合わせた上で2017年度中の雑誌投稿を目指す。

2016-B-43 霊長類神経系の解析とヒ ト疾患解析への応用

井上治久、沖田圭介、今村恵子、近藤孝之、江浪貴子、舟山美里 （京大 ・iPS細胞研究所）

所内対応者・ 今村公紀

昨年度は、霊長類神経系の解析とヒト疾患解析への応用の研究目的にむけて、iPS細胞の技術開発に取り組み、

STOフィーダーを使用しない培養液が開発されてきたことをうけて、ヒトからフィーダーフリーで樹立したiPS

細胞を、複数回継代後、 常法により神経系へと分化させ、神経系細胞への分化効率はフィーダーを使用して樹立

した iPS細胞と同等であること、 STOフィーダーを使用しない条件での iPS細胞樹立、その後の維持培養が iPS

細胞の特性は維持されていることを見出していた

本年度、フィーダーフリーでのチンパンジーiPS細胞樹立に成功した。 同時に、フィーダーを使用して樹立さ

れたチンバンジーiPS細胞を譲り受けた。

今後は、フィーダーを使用して樹立されたチンパンジーiPS細胞のフィーダーフリー化、ヒトで使用できる各

種抗体のチンパンジー細胞での検討、チンバンジーiPS細胞の神経系への分化誘導と解析等を行う予定。

2016-B-44 大型類人猿における手首・大腿部の可動性の検証

中務真人、森本直記、野村嘉孝、小林諭史（京都大学） 所内対応者：西村剛

アノレディピテクス ・ラミダスの有頭骨では、頭の位置が掌側に強く偏位している。このため、ラミダスの手提

中央関節ではヒトや現生類人猿をこえる強い昔屈が可能だったとする意見がある。残念ながら、 骨格標本を用い

た昔屈域推定は、 関節軟骨など軟組識がついた状態での実測値を超えてしまうため、百jの視点から、現生、化石
霊長類で、の手根中央関節の運動特徴を評価する試みを行った。CT撮影によりデジタノレ化した有頭骨と有鈎青を

関笥させ、 手根中央関節面白状骨舟状骨関節面：辺縁部は除く）を三次元的に放物曲面で近似したc 近似面の

主軸が向く方向から関節面の方向性を評価した。ゴリラとチンパンジーを比較すると、ゴリラの方がより手背側

こ向いた関節面を持つ。これは両者のナックノレ歩行時の姿勢の違いに対応するように見えるが、中新世顎人猿も

手背側に向く関節を持ち、これがヒト上科での祖先的状態である可能性が示唆された。 樟側・尺側方向と手背・手

掌方向への曲面の膏曲度を比較すると、これらは正の相関を示した。ヒトと現生の大型類人猿は化石ヒ ト上科よ
りも強い軍事治を示した。 これは、現生種がそれぞれ異なる機能への特殊化を果たした結果だと考えられるe
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2016-B-45 飼育下ハヌマンラング」ノレのメスにおける性ホノレモン動態調査

木村嘉孝、川i出比香里 （公益財団法人 宇部市常盤動物園協会） 所内対応考 ：木下こづえ
宇部市ときわ動物園では、 ハヌマンラングーノレ （Semnopithecusentellus）のメス個体を 4頭 （成熟2・幼齢2)

飼育している。当園では、メス個体の性ホノレモン動態を把握し、オス個体との同居または人工授精による繁殖を

検討しているむそのため本研究では、採取が簡易な糞を用いて飼育下におけるハヌマンラングーノレの性ホノレモン

濃度動態を酵素免疫測定法によりモニタリング‘を行った。研究対象個体は宇都市ときわ動物園で飼育する成熟個

体2頭 （ソフィー ：23最、リンダ ：18歳）と幼齢個体l頭 （タラ： 2歳）としたe その結果、 エストラジオーノレ

17日(E2）については、成熟個体において 100ng/g～400 ng/g程度までの上昇値が複数回得られたe またプロジヱ
ステロン（P4）については、繁殖歴のあるリンダに24.3±0.5B (n=3）の周期的なピーク（4000ng/g程度）が

みられたが、 繁殖歴のないソフィーにおいてはピークが見られるものの （6000ngig）リンダと類似の日数での周

期性は見られなかった。また未成熟個体のタラについても、周期性は見られなかった。本研究ではリンダのP4

濃度は、 約 25日間の周期性を示したが、本来見られるはずのP4濃度の上昇 （黄体形成）前のE2譲度の上昇

（卵胞形成）が、本研究の測定手法では捉える享ができなかった。これは、全個体の E2濃度動態から揮による

影響等が考えられたため、今後詳細に検討していきたいと考えるc 本研究成果は、 1月に開催されたプリマ テ

ス研究会においてポスタ一発表を行ったっ

2016-B-47 マーモセット iPS細胞由来神経細胞を用いたプロモーター評価系の確立

今里子歩、新田啓介（詳罵大 ・医 ・脳神経再生医学） 所内対応者 ：今村公紀

マーモセットの繊維芽細胞から神経細胞を作成し、作成した神経細胞を用いてプロモーター評価系を確立する

ことを目的とした共同研究である0 2014年度の共同研究開始当初は繊維芽細胞から iPS細胞を作成し、神経細胞

八分化させる方法を検討していた。しかしマーモセット線維芽細胞由来のiPS細胞は樹立そのものが難しく、種々

の条件を検討したが安定した培養には至らなかったe このため、 2016年度途中から iPS細胞を介さずに直接繊維

芽細胞から神経細胞を作成する方法（山田tconversion法）へ戦略を変更した。ヒトの繊維芽細胞を用いた direct

conversion法の論文報告は数本あり、①培地に複数の低分子化合物を加えるだけの方法②繊維芽細胞に転写因子

を導入した上で、培地に複数の低分子化合物を加える方法に大別できる。①②の方法とも 2種類ずつ、計4種鎮

の方法で神経細胞の作成を試みたところ、いずれの方法でも繊維芽細胞は形態的には神経細胞様に変化した （添

付ファイノレ）c しかし、 免疫染色や電気生理学的解析では神経細胞への分化を示す証拠は得られなかった。

2016-B-48 意欲が運動制御を支える因果律の解明

西村幸男 （京大・院 ・医学 ・神経生物）、鈴木造諒 （生理研 ・統合生理） 所内対応考：高田昌彦

越シナプス神経トレーサーにより、腹側中脳から二シブプス性に脊髄へ投射していることを見出した。その中

継核は大脳皮賞運動野であると仮説を立てた。腹側中脳を電気刺激すると上肢の詰詳に筋活動が誘発された。 一

方で、 一次運動野を薬理的に不活性化したところ、腹側中脳を電気刺激すると、それによって誘発される筋肉活

動が減弱したe この結果から、 腹側中脳は大脳皮質運動野を介して、 脊髄運動ニューロンに投射していると結論
付けられた。この成果にて、下記に示す2本の研究発表を行った。

1 ) Michiaki Suzuki, Ken-ichi Inoue, Hiroshi Nakagawa, Masahiko T也ada,Tadashi Isa, Yukio Nishimura, Motivation 

center in the ventral rnidbrain directly activates the descending motor pathways via the primary motor cortex.第39回日

本神経科学大会

2）鈴木通諒，井上謙一，中川li告，高田昌彦，伊佐 正，西村 幸男腹側中脳は一次運動野を介して脊韓運動
ニューロンの興奮性を促通する．第10回モーターコントローノレ研究会．この発表は優秀ボスター賞に選出されたe

2016-B-49 霊長類精原幹細胞の解析

久保田浩司、垣内一恵、高橋将大 （北里大 ・獣医・細胞工学） 所内対応者 ：今村公紀

雄の生涯にわたって続けられる靖子形成は造精細胞の中で最も未熟な精原細胞集団に含まれるごく一部の精

原幹細胞の自己複製によって維持されているc 幹細胞は自己複製と分化能という生物活性を有する未分化な細胞

であり、その議密な同定には生物活性を評価しなければならない。マウスの精原幹細胞の幹細胞活性は精子形成

不全マウスの精細管内に移植することによって評価可能であるが、霊長類の精原幹細胞の解祈において、 同種の
精子形成不全レシピエントを用いる実験系は技術的および経費的に困難であるc 異種間の糟原幹細胞移植では分

化能を評価することはできないものの、自己複製能を評価することができるc 本研究は、マーモセットをモデル

として、免疫不全マワスへの精細管内移植による精原幹細胞の同定法を確立することを目的として行われた。霊

長装研究所からの新鮮精巣試料は得られなかったため、実験動物中央研究所より供試されたマーモセット精巣試

料を用いて、抗マーモセット抗体を作成したむ得られた抗体はマワス精巣内でマーモセット糟原細胞を特異的に

同定したc
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2016-B-51 インドネシア国内飼育下テング、ザノレの遺伝構造解析：よこはま動物園への導入個体の選定

尾形光昭（横浜市繁殖センター） 所内対応者 ：半谷吾郎

ボノレネオ島の固有種で絶滅危慎種で‘あるテング‘ザノレについて、生息域外保全を促進することを百的に、飼育下

個体詳の遺伝的多様性の解析に取り組んだe非侵襲的サンプリングによる個体識別および親子判定法の確立を包

的に、よこはま動物園の飼育個体の糞便より DNAを抽出し、 Salgadoet al (2010）のマイクロサテライト DNA増

幅用のプライマーを再調整することで、 19セットのマイクロサテライト DNAプライマーを3つのマノレチプレッ

クス PCRセットで効率的に解析することが可能となった。

さらによ り多くの飼育下の希少霊長類の遺伝的多様性解析を百的に、よこはま動物園飼育下の霊長類3種 （フ

ランソワノレトン、アピシニアコロプス、 ドククラングーノレ）について、テングザノレのマイクロサテライト primer

セットの遥用を試みたc飼膏下個体の糞便よりDNAを抽出、 Salgadoet alの8個のプライマーセットによる PCR
を実施した結果、3個のプライマーセットにおいて、複数のアリノレが同一種内から確認で、きたことから、 遺伝的

多様性解析に利用可能であることが明らかとなったc

2016-B 52 マカク属における凍結融解精液正常の改善と人工授精技術開発

柳川｜洋二郎（北大 ・獣医）、永野昌志、菅野智裕、奥山みなみ、田嶋彩野（北大 ・獣医）、高江洲昇（札幌市円山動

物園） 所内対応者： 岡本宗裕

ニホンザノレにおいては人工授精（AI）による声卦辰率は低く、 特に凍結精液を用いたAIによる産子獲得例がないe

そのため、精液の凍結保存法改善とともに、メスの卵胞動態を把握したうえで AIプログラムの開発が必要であ

る。

ニホンザノレ雄4頭から電気刺激により精液を採取し、 Tes-TrisEgg-yolk i夜で希釈後2分割し、 1時間で4°C（こ冷
却しグリセリンを10%含む二次希釈液で 2倍希釈後、もしくは二次希釈後に 1時簡で4°cに冷却後に凍結した。

凍結は250μlストローに精液を封入後液体窒素被面4cmで実施、もしくはドライアイス上に200、100、50、25μl 

の精液を滴下して4種のペレットを作製した。融解直後および融解3時間後に運動精子率および高活力精子率を

言平イ面したe

融解後の運動性は凍結前の作業工程による差はなかったc融解直後の運動精子率は200および100μlベレット
（それぞれ20.6および20.0%）においてストローおよび25μlベレット（それぞれ8.2および 7.6%）に比べて高かっ

た(p<0.05）が、 高活力精子率lこ凍結方法問で差はなかった(I.4～5.8%)o融解3時間後の運動精子率に凍結方法問
で差はなかったものの（1.0～6.1%）、高活力精子は200μ1 ベレット（1.6%）において高い傾向があった(p=0.05）。
一方、経産および未経産メス各 l頭において月経後 11日目に新鮮精液を用いたAIを実施したε今後妊娠の確

認を実施予定である。

2016-B-53 Decoding Global Networks凶 Tourettismusing PET and Electrophysiological Methodologies 

Dong-Pyo Jang (Hanyang University）、南本敬史 （放射線医学総合研） 所内対応者 ：高田昌彦
In FY2017, we have discussed the details of the experimental pr叫ocoland time schedule, although the proposed 
exper泊1entitself has not yet started. 

2016-B-56 霊長類における概日時計と脳高次機能との連関

清水貴美子、深田吉孝（東京大学） 所内対応者：今井啓雄

我々はこれまで、 雷歯類を用いて海罵依存性の長期記憶形成効率に概日変動があることを見出し、SCOPとい

う分子が概日時計と記憶を結びつける鍵因子であることを示してきた（Shimizuet al. Nat Commun 2016）。本事究

では、ヒトにより近い脳構造 ・回路を持つサノレを用いて、 SCOPを介した概B時計と記憶との関係を明らかにす

ることを目的とするc

ニホンザノレ6頭を用いて、 苦い水と普通の水をそれぞれ飲み口の色が異なる2つのボトノレにいれ、水の味と飲
み口の色との連合学習による記憶効率の時刻依存性について実験をおこなって‘いる。各個体あたり、朝／昼／タ

の何れかに試験をおこない、学習から 24時間後にテストを行う。それぞれのボトノレの水を飲んだ回数をビデオ

観察し、正解と不正解の回数の比により、 記櫨の判断をおこなった。各時刻3回ずつ6頭の記憶テストデータを

解析した結果、昼に最も記撞効率が高く、夕方が最も記情効率が低いとしづ結果が得られた。 記憶効率の時刻変
動に SCOPが関わるかどうかを検討するため、 6頭のうちの2頭を使って、SCOPshRNA発現レンチウイノレスま

たはコントローノレレンチワイノレスのいずれかを海罵に投与したe レンチワイノレスの投与は、統合脳システム分野

の高田昌彦教授 ・井上謙一助教のご協力により行った。投与手術からの回復を持ち、現在、記憶効率の測定を進

めているe また、実験室内で、のニホンザノレの飲水行動パターンについて基礎的データを得るため、 5分間隔で飲

水量を数日間にわたり連続測定できる装置を導入した。この装置を用いて、飲水行動の日周リズムの解析を始め

た。
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2016-B-57 新世界ザノレ苦味受容体TAS2Rに対するリガンド感受性多様性の検証
林真広、河村正二 （東京大 ・院 ・新領域） 所内対応者 ：今井啓雄

味覚受容体遺伝子の進化は食性の影響を受けると考えられているc 中でも苦味受容体 （TAS法 s）遺伝子詳は

有毒物の選択・忌避応答に関与すると考えられており、ヒト、チンパンジー、ニホンザノレをはじめとする多くの

狭鼻猿類で、 TAS2Rsのリガンド感受性が評価 ・比較されている。新世界ザノレ類は食性が多様であるため、味覚

受容体遺伝子の進化研究に適しているが、これまで多くの種での比較解析は行われてこなかった。そこで本研究
は新世界ザノレ類のサキ亜科を除く他すべての亜科［セマダラタマリン（マーモセット亜科）、 アザレヨザノレ（ヨザ
ノレ亜科）、フサオマキザノレ（オマキザノレ亜科）、チュワベイクモザノレ（クモザノレ亜科）、マントホエザノレ （ホエザ

ノレ亜科）、ダスキーティティ（ティティE科）］に対し、 TAS2R16とTAS2R38のりガンド感受性を培養細胞発現
系を用いたカノレシワムイメージングにより評価した。その結果、 TAS2R16はフサオマキザノレのリガンド感受性が
最も高い一方で、同じオマキザノレ科のマーモセット亜科では感受性がないことが明らかとなったeまた、TAS2R38

ではTAS2R16とは逆にマーモセット亜科のセマダラタマリンが最も高い感受’性を持つ一方で、フサオマキザノレ、

アザレヨザノレでは感受性がなかった。 さらに、 種間で TAS2R16、TAS2R38のアミノ酸配列比較を行うことで
これまでの狭鼻猿類の研究からは報告されていなかったサイトがリガンド感受性に重要であることが示唆され

た。これらの結果は、 苦味受容体の感受性が、 近縁の種間でも大きく異なり、アミノ酸変化によってダイナミ ッ

クに多様化しながら進化してきたことを示唆する。

2016-B-58 チンパンジ」Nai"刊 iPS細胞の作製

山村研一、荒木喜美、松本健、藤江康光（熊本大 ・生命資源研究 ・支援センタ一） 所内対応者 ：今村公紀
本研究ではnaive型の性状を有する ciPS細胞とマワス旺との異種キメ ラの生着法の確立を巨的とし、 以下の2

つの研究を進めたe

( 1 )naive iPS細胞のインジェクションによる invitroキメラアッセイ

赤色蛍光タンパク質（旺P）遺伝子を導入したnaiveciPS細胞株（NF6,Kenny）を、培養用培地KSOM(Potassium[K]

Simplex Optimized Medium）で‘培養しているマウス経盤胞にインジェクションした。その後、培養を行し、導入した

細胞の挙動を観察したC 24時間および48時間後の経過観察にて、内部細胞院（ICM)と栄養外旺葉に赤色シグ‘ナノレ
が認められた岱しかし培養 5日呂までに全てのシグ、ナノレが消失した。これらの結果から、 ciPSはマウス任体内

こは組込まれず、 生着能力は不十分であると考えられた。

(2）誘導型細胞接着因子（E屯adherin）の遺伝子導入における細胞生着の促進
チンバンジー細胞とマウス細胞との接着を促進させるため、 Doxycycline(Dox）誘導型 E-cadherinトランスボゾ
ンパクターをエレクトロポレーションを用いて ciPSに導入した。 現在ベクターが導入されたチンパンジーiPS{, 

胞株を選出し、解析中である。

2016-B-59 マカク乳歯歯髄細胞移植による歯髄再生の評価

筒井健夫、小林朋子、松井美紀子 （日本歯科大 ・生命歯学 ・薬理学） 所内対応者 ：鈴木樹理
平成 28年度は、 ニホンザノレ3例に対して、 歯髄細胞の採取および初代培養と継代培養を行い、 その後間ニホ

ンザノレヘ歯髄細胞三次元構築体を移植した。歯髄細胞は、上顎左右乳中切歯よ り歯冠側 1/2から 1/3の歯髄を採

取し、生活歯髄切断法を応用し処置を行った。採取した歯髄は、初代培養および継代培養から歯髄細胞三次元構
築体の作製を行い、約5ヶ月後に同個体の上下顎右側乳犬歯歯髄腔内へ移植したe その際、上下顎右側乳犬歯は

歯質を切削し、 歯冠側 1/3程度の歯髄除去処置を行った。歯髄移植歯は、 歯髄再生について解析を行うため移植

2ヶ月後に抜歯し固定を行ったe 歯髄を採取した上顎左右乳中切歯と歯髄細胞三次元構築体の移植後、および抜
歯前のエックス諒撮影lこより歯冠側と歯髄腔lこエックス線不透過像が確認され、現在解析を進めている。また、
ニホンザノレ、 アカゲ‘ザノレ、ヒトの乳歯およびヒト永久歯それぞれの歯髄細胞の細胞特性について細胞倍加時間、

細胞周期、テロメラーゼ活性、石灰化能および脂肪分化龍を比較検討したc アカゲザノレの乳歯歯髄培養細胞では
培養日数1000B以上でDoublinglevel (DL)が300以上まで継続培養され、約DL40と約DL80で増殖が停止す
るクライシスが観察された。細胞周期解析では、細胞倍加時間はそれぞれDL57が 72時間、 DL303が38時間

であり、ニホンずノレ乳歯歯髄培養細胞の細胞倍加時間は24時間と28時間、ヒト乳歯歯髄細胞で24時間、ヒト
永久歯歯護細胞では 23時間で‘あった。アカゲずノレ乳歯歯髄培養細胞の S期の細胞の割合がDL57では 30.0%、

DL303では 13.7%であり、DL303では、 DL57と比較してテロメラーゼの活性が高く、いずれの細胞も石灰化と

脂肪分化両方の多分化龍を示したむこれらの結果は、日本口腔組織培養学会学術大会 ・総会にて発表した。

2016 B 60 一卵性多子ニホンザノレの作製試験

外丸祐介、 信清麻子 （広島大 ・自然センター）、畠山照彦（広島大 ・技術センター）、吉岡みゆき （広島大 ・邑

然センター） 所内対応者 ：岡本宗裕
本課題は、動物実験に有用なー卵性多子ニホンザノレの作製を目指すものであり、これまでに体外培養系卵子 ・

受精卵の操作・作製に関する手法の確認を進めながら、分離受精卵からの個体作製試験に取り組んできたc 平成

27年度には、凍結保存した分離受精卵の移檀試験により、死産ではあったが妊娠満期のニホンザノレを得ることに
成功しているc 平成 28年度では、生存産子を得ることを目標に引き続き移植試験を実施し、またカニクイザノレ
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こついてニホンザノレ受精卵の移植レシピエントとしての有用性の検討を開始した。3回の実験実施により計6頭

の雌ニホンずノレについて採卵処置を行い、得られた卵子を用いて体外受精卵を作製した後、 一部の受精卵を用い

て2分離および4分離受精卵を作製した。これらの受精卵および分離受精卵について体外培養により桑実任 ・経

盤胞まで発生させた後、 霊長類研究所の陛ニホンザノレ1頭、ならびに混賀医科大学の陛カニクイザノレ 17頭をレ

シピエントと して移櫨試験を実施し、現在は経過観察中である。 妊娠が成立すれば、 平成 29年度前半に妊娠満

期を迎える予定である。

2016-B-61 霊長類におけるメラニン合成関連遺伝子の分子進化学的解析

大橋Ji展、中伊津美 （東京大学 ・院 ・理学系 ・生物科学） 所内対応者 ：今井啓雄

ヒトの皮膚色は、環境に適応すべく進化した最も多様な形賞の一つである。出アフ りカ以降、非アフリカ人

（ヨーロッバ人やアジア人）の皮膚色は明るく変化したが、アフ リカ人は暗い皮膚色を保っているc 両者の祖先

は 5～7万年前に分岐しており、わずか数万年間でこれほどの遣いを生んだ進化過程については十分に理解され
てはいなし、。メラニン合成経路で働く分子をコー ドする幾つかのヒト遺伝子では、明るい皮膚色と関連するアミ

ノ酸変異が同定されており、非アフリカ集団で正の自然選択が作用してきたことが分かっているが、これらの多

くは機能喪失型変異であると推察される。我々は、ヒトを対象と した関連解析により、ATRN遺伝子中の多型と

皮層色との関連を見いだしているむそこで、チンパンジーAT郎遺伝子の配列解析と種内多型探索を行い、 ヒト

とチンパンジーとの分岐後に、メラニン合成経路で働く分子をコードする遺伝子に作用してきた自然選択の有無

と強度を調べたいと考え、本研究を計画した。 ヒトとチンパンジーのATRN遺伝子の25個のエクソンを増幅す

るためのプライマーを設計したが、5個のエクソンが増幅しなかったため、現在はプライマーの改良を進めてい

る。

2016-B-62 Variation of Gene Encoding Receptor of PTC bitter taste compound in Leaf-Eating Monkeys 

Larnentia Henrieta Pe1mita Sari Prnba (Bogar Agricultrnal University) 所内対応者： 今井啓雄
TAS2R38 is one of TAS2R multigene families that encode receptor to recognize bitter from several N-C=S compounds 
including PTC. TAS2R38 had been identified in many primates. TAS2R38 in human, chimpanzee, Japanese macaques 
exhibit intra species polymorphism that lead to different behavioural respo出 eof individual. Taster individual show 
aversion to PTC, in contrast to tolerant in non taster individuals. 
Leaf-eating monkeys (Subfam砂 Co/ob的自） are山中日mongprimates because their diet mostly consisted of leaves that 
perceptually tasted bitter to human. We conducted preliminary behavioral巴xperimentsof PTC-tasting on leaf-eating 
monkeys kept in Ragunan Zoo.τbe result indicated that nine individuals of genera Trachypithecus, Presbytis and Nasalis 
were all less sensitive to PTC compared with macaque. 
Genomic DNA of leaf-eating monkey was obtained from fecal samples. After DNA extraction, TAS2R38 gene region 
was specifically amplified using st出血rdPCR reaction. The DNA sequences of amplicons showed也紅白ereare some 
polymorphisms in the TAS2R38 genes of the monkeys. By calcium imaging methods, we found the cell expressing 
TAS2R38 receptors of leaf-eating monkeys have lower respond to PTC compared to macaque. Direct mutations in forn 
amino acids of TAS2R38 of macaque to mimic colobines confirmed that those mutations in colobines are responsible to the 
decreased sensitivities to PTC. 

2016-B-63 サーモグラフィーによる上空からのマカク個体の位置推定技術開発とそのフィージピリティスタ

ディ

益田岳 （Ii慎天堂大学） 所内対応者 ：マイケノレ ・ハフマン
小型無人機内蔵 GPSからリ アノレタイム位置情報 （位置、高度など）を記録しながら搭載した安価なサーモグ

ラフイーでマカクの個体の位置情報をフィーノレドにおいて簡便かつ俊足に得る手法を開発した。 また本手法によ

る調査がサノレへ過剰なストレスを与えなし、かどうかを確認できたc 結果、 サノレ群への本手法の有効性が実験的に

確認されたc また、環境条件を整えた状態での知見を得ることができたので、今後の自然環境下での両手法によ
る調査手法の先鋭化について、効率の良い開発の方向性をも得ることができた。

関連学会発表
G必ruMASUDA”Vector Borne Disease Control阻 dSurvey’＇， Lectrne at the National Institute of Malariology 
Paracitology and Epidemiology, Vietnam ,5th Dec 2016 
益田岳 『樹上の感染者を追う 蚊媒介性感染症研究へのドローンの活用』 ドローンのフィーノレド活用研究会、

総合地球環境学班究所ヱ017年4月22日

2016-B-65 The Comparative Biomechauics of the Primate Hand. 

William Itvin Sellers (University of Manchester) 所内対応者：平崎鋭矢
This project aimed to compare the functional biomechanical implications of the manipulation and locomotor uses of the 
hand in Japanese macaques. Building on the work we have carried out in previous ye紅swe used om markerless motion 
capture system in an 8 camera configrnation to record the monkey’s finger movements under laboratory conditions. We 
providedれ;volocomotor tasks and a single tool use task, and usedれ;vomonkeys as participants. The first locomotor task was 
horizontal walking on a flat surface to measure the finger movements in a situation where grip did not occur. The second 
locomotion task was horizontal walking on a rigid pole which the monkey needed to grasp firmly for stability. The tool use 
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task required the monkey to pull on a small cylinder with the same diameter as白ehorizontal pole in order to reむievea 
small food item. The orientation of the cylinder was altered dming different repeats of the experiment. Building on previous 
expe1ience we changed the camera configuration such tl1at we had 2 groups of 4 cameras rather than a single arc of 8 
cameras. This greatly increased the回 gularrange of reconstruction which was necessary since we wanted to get 
measlU'ements on as many fingers as possible in a single expe1iment. However the Agisoft Photoscan Pro so氏、;varewas 
unable to merge the data from the two sets of camerぉ automatically.The solution was to us邑printedmarkers within the 
expe1imental field of view. These were able to align the two c紅neragroups with minimal manual intervention, and the end 
l国 ultwas improved 3D coverage of也Bre.construction volume. The monkeys were trained to perform all experiments and 
this aspect worked extremely well. Both animals were perfectly happy to make multiple rep田ts.More di血cultwas也巴
requirement to zoom in tightly around the hand. In the tool use cases this was not a m句orproblem since the position of the 
tool was defined by也巳experimenter.However for the locomotor cases this meant血atthe monkeys needed to touch the 
substrate in very specific locations that needed to be decided before the experiment began because all 8 cameras needed to 
be focussed in on the same place. On many occasions、出eanimals chose to put their hands down in different locations and 
thus these trials could not be used. However all in all we managed to collect a good amount of data for all the experimental 
conditions and analysis of this is ongoing. Initial results have been presented in papers at three conferences listed below.，皿 d
the overall analysis will be published in a suitable journal when it has been completed. 

2016-B-66 Genomic Evolution of Sulawesi Macaques 

Bamb叩 gSuryobroto (Bogor Agricultural University) 所内対応者：今井啓雄
The island of Sulawesi (Central Indonesia) lays on巴astof Borneo that is the easternmost limit of Asia/Oriental 
zoogeographic realm. It has never had p巴rmanentland-bridges with Sunda Land which necessitates the Oriental animals to 
cross Wallace Line in migrating to Sulawesi. The Sulawesi macaques are thought of as having an ancestor出atwas a 
member of the stock that will eventually lead to silenus-sylvanus species group. Having migrated into the three-arm 
peninsular Sulawesi Island, they differentiated to become seven morphologically distinct sp巴ciesin seven allopat:J.ic areas. 
There ate three interrelated issues concerning the evolution of Sulawesi macaqu巴s;that is, taxonomic status, hybrid 
population problem and phylogenetic relationship. Specific status of the seven morphs was generally adopted; however, 
when hybrid specimens from borderland between contiguous species were found, their biological species delimitation 
(sensu Mayr 1964) was也oughtto be compromised. Furthermore, in the absence of fossil record, the立phylogenetic
relationship is not yet resolved. In contribution to these evolutionary questions, we dete1mined the exome s巴quencesof 
Macaca tonkeana and M. hecki白atlive side-by-side in the central area of the Island and had been recorded to have hybrid 
populations in their borderland. The evolutionaiy relationship of the two species may reflects th巴modelof speciation with 
gene flow; that is, despite considerable gene flow, we may expect that there are ”genomic speciation islands”that contain 
genes responsible for local adaptation and reproductive isolation. Specifically, we would like to know what are the genes in 
the江genomicislands of speciation. In this preliminary analysis, we found that there are at least six genes也athave fixed 
differences between也etwo species. The genes五mctionin immune system, obesity risk and struc回raνgrow也
characteristics that may be r巴latedto sp巴ciesdifferentiation. 

2016-B-67 福島県に生息するニホンザル （Macacafuscata）の寄生虫症および感染症に関する疫学調査

浅川満彦、荻原克郎 （酪農大 ・獣） 所内対応者 ，岡本宗裕
ニホンザノレ （Macacafuscata）は、 基幹作物である果樹への農業被害や家屋への侵入等、地域住民との車L韓が
生じていることから、各地の保護管理計画などに基づき有害捕獲されている。そこで、演者らは捕獲個体を用い、
特に、 情報が極めて少なかった東日本における寄生嬬虫相の調査を実施し、青森県下北半島、福島県福島市およ

び千葉県房総半島の結果が公表された （三砦ら， 2017；里吉ら， 2004；渡辺ら， 2016)c 本発表ではこれまでに判明

した嬬虫棺の概要を紹介し、他地域における先行研究の結果と比較をしつつ東日本における構成種の特色にいて

論考した。 また、この国内に外来種として定着したタイワンザノレ（Macacaeye!，中 is）および輸入検疫時に艶死した

カニクイザノレ （Macacafascicularis）から検出された嬬虫検査の結果も勘案しつつ（浅JII・巌按， 2011；浅J11ら3 印
刷中）、ニホンザノレにおける嬬虫相への国外産マカク属の人為的移入による影響についても言及したe 興味深い
特徴として、 直接発育をする線虫類の Trichurissp.とStrongy/oidesfuelleborniは上記3地域で検出されたこと、吸

虫襲 Ogmocoぴleailuriが東北地方2県でのみ見出されたこと、しかし、 間接発育をする線虫類のStr甲topharagus

pigmentatusが東京都大島で定着したタイワンずんで認められ、 東北では見出されなかったこと、直接発育をする
線虫類のOesophagostomum犀腸結節虫と条虫類Bertiellastuderiは福島産ニホンザノレと輸入されたカニクイザノレで、

認められたことなどが判った。これら嬬虫類の地理的分布と生活史との関連性 （中間宿主動物の生息状況など）

は必ずしも明確には出来なかったので、別要因も含め今後の検討課題が浮き彫りにされたe

2016-B-68 サノレ雌性生殖器由来幹細胞の分離とその機能解析の試み

保坂善真、割田克彦 （鳥取大学 ・農・獣医解剖学） 所内対応者 ：岡本宗裕
実験初年度の平成 28年度は、 月経血 （ニホンザノレ6個体）と胎盤 （アカゲ、ザノレ 1個体）を使用した。当初の

計画では、麻酔をしたサノレの陸部を洗浄したものを回収し使用する予定であったが、無麻酔下の採取 （外陰部に

現れた月経血をスポイトで吸って回収）が可能であることが分かったe 回収した月経血は、 培地
Cm，在EM-2%FBS/2%抗生剤）に混和してから申請者の研究機関（鳥取大学）に常湿で送付後（犬山ー鳥取の輸送
時間は 1日以内）に播種した。 播種後数日間、培地（m.在EM-20%FBS/2%抗生剤）を交換しながら、培養皿に付
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着した細胞を月経血由来幹細胞として分離を試み、 この条件で、非侵襲的かつ安定的に （コンタミなしで）細胞

を分離可能であることを明らかにでき、スムーズに増殖させることが可能であった。初年度の実験計画は月経血

由来幹細胞から細胞性状の検索と、複数の組織細胞への分化を試みる予定であったが、月経血から幹細胞の最適

な分離条件の設定に時間を要したため、細胞の増殖能の検索と骨芽細胞と脂肪細胞〈の分化実験に留まったc

2016-B-69 Analysis of promoter/ enhancer of HERV-K,R LTR elements in various primates叩 dmonkeys 
Heui-Soo Kim, Hee-Eun Lee (Pusan National University) 所内対応者 ：今井啓雄
Human endogenous retrovirus (HERV) is classified as long terminal repeat (LTR) retrotransposons四 dthey integrated 
into the genome during primate evolution. E正RVK is about 9.5kb long with two long terminal repeats (LTRs）血dfour 
main viral genes called Gag, Pro, Pol, and Env, and it is the most active family of HERV in human genome which is capable 
of encoding functional retroviral gene products. TI1e mR.J.'-JA expression of HERV-K differed between various tissues of all 
humans and primates. Additionally, the expression of protein level was checked to find out both expressions of mR.J.'-JA and 
protein level match回 .From this study, the results represents that even丘omvarious tis回目 ofeach species varies, and也e
expression between the various species’tissues shows different expression patt巴ms.Therefore, analyzing the巴pigenetic 
aspects from genomic level of various monkeys will be continued for the furth巴rsh1dy. 

2016-B-70 種特異的ノンコーディングRNAによるほ乳類脳神経機能分化

今村拓也 （九州大 ・医 ・応用幹細胞） 所内対応者。 今村公紀

本詳王歪は、ほ乳類脳のエピゲノム形成に関わるロoncoding RNA (ncRNA）制御メカニズムとその種間多様性を明

らかにすることを目的と しているe本年度は、チンパンジーiPS細胞と神経幹細胞のトランスクリプトーム及び、

ゲノムのトポロジカノレドメイン情報の取得に成功した。加えて、 これまでの過年度の共同利用において既得の霊

長禁・げっ歯類nc即司A情報 （DDBJアクセション番号DRA000861,DRA003227,DRA003228など）をもとにncRNA

の霊長類進化における機能を解析し、獲得 ncRNAが遺伝子発現スイッチオンに確かに寄与していることを明ら

かにした （Uesakaet al, BMC Genomics, 2017）。 これら ncRNAによるトポロジカノレドメイン変化について現在解

析中であるc

2016-B 71 SRVのマカク属異種感染における病酪且織学的研究

中村神一朗 （滋賀医科大 ・動物生命科学研究）、宮沢孝幸 （京都大学 ・ウイルス ・再生医科学研 ・ウイルス共

進化） 所内対応者 ・岡本宗硲

サノレレトロワイノレス 5型 （SRV5）に感染したときのワイノレスの組織学的分布は不明な点が多いc また SRV5

のマカク属サノレ種の間での病態の違いが、ワイノレスの組織間分布としてどのように出現するか、 明らかではないc
そこでSRV5の組識学的局在を明らかにするため、共同研究考である宮沢孝幸博士が作製した SRVのカプシドを

認識する抗体 （a-SRV-CA）、エンベロープを認識する抗体（a-SRV-ENV）を用いた免疫染色を行ったe 材料には

SRV5を実言実感染したニホンザノレ2倒、 SRV5が自然感染したカニクイザノレ3例（りンパ腫、慢性肺炎、慢性腎炎

を示す）の各種臓器を用いた。また陰性対照と して混賀医科大学で飼育されていたニホンザノレおよびカニクイザ

ノレ各 l例の各種臓器を用いた。

a-SRV-CAは SRV5陽性のニホンザノレならびにカニクイザノレの消化管、呼吸器のE結晶織の細胞質に陽性像を認
めたが、同時に陰性対照として用いたニホンザノレとカニクイザ／レの撮組織にもやや弱し、陽性像を認めた。

a-SRV-ENVはいずれの例においても明瞭な陽性像を認めなかった。 a-SRV-CAで確認された像は非特異反応と考

え、 現在、宮沢博士が抗原のデザインを改良した抗体を開発中であり、 引き続き新規抗体を用いた分布、局在に

関わる検討を進めていく予定である。

2016-B-72 霊長類におけるエピゲノム進化の解明

一柳健司（名大 ・生命農学） 所内対応者 ・今井啓雄

我々は霊長類におけるゲノム進化とエピゲノム進化の関係を解明するため、霊長類各種の組識における DNA

メチノレ化の比較解析を行ってきた（Fukudaet al. 2013 J. Human Genet.58:446 454、F叫rndaet al.投議中）。本年度

は過年度に提供いただいたテナガずノレ、チンバンジー、ゴリラの精巣サンプノレから RNAを抽出し、小分子RNA

のライブラリーを作成し、シーケンシング、を行ったe ゴリラを除いて、 それぞれ約 1000万個ほどの配列を取得

することができたので、 現在、その詳細を解析しているところである。

2016-B-73 自律的に歩容遷移を行うマカク四足モデノレの開発

長谷和徳、伯田哲矢（言都大学東京）、林祐一郎（首都大学東京） 所内対応者：平崎鋭矢

四足歩行を行う際、 霊長類は一般的な四足晴乳類とは異なり、前方交文型と呼ばれるロコモーション・パター

ンを示す。本研究では、関節動態や神経系の運動制御機構などを考慮し自律的に歩容遷移可能なマカク類の四足

歩行のシミュ レーションモデ、ノレを作成し、さ らに斜面などの力学的環境変化についても計算モデルとして表し、

身体力学系を含む力学的環境変化と歩行遷移との関係を計算論的に明らかにすることを試みた。 霊長類研究所の
放飼場等で収集したニホンザノレのロコモーショ ンデータや、歩容の特徴の知見を参照し、四足歩行の運動制御モ

デノレの構築を行った。制御系モデノレとして、従来の脚位相制御機構に体重心に応じた位相調整が可能な仕組みを
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導入したむ また、地面の傾斜角度に応じて足先軌道の座標系の角度を変更できるよ うにしたc その結果、四足歩
行時の重心が他の晴乳類よ り後方に位置するというニホンずノレの身体特性をモデノレに与えた場合、後方交叉型歩

行よりも前方交叉型歩行で移動仕事率が低くなることが明らかになった。また、 前方交叉型歩行では、前肢より

も後肢の負担が大きくなることも示されたe

2016-B-74 野生オランワークンの繁殖生理と栄養状態に関する生理学的研究

久世濃子 （国立科学博物館） 所内対応者 ：木下こづえ
大型類人猿の一種、オランワータン （Pongosp.）がどのような栄養状態で発情 ・妊娠しているのかを明らかに

することを百的に、尿中のホノレモン代謝産物濃度を測定した。 2009～2014年に、 マレーシア国サパ州ダナムバレ
イ森林保護区 （ボノレネオ島）で採取し、冷凍保存したオランワータンの尿サンフェノレ（計 185検体うち 28年度に

測定したのは 114検体）中のインスリン分諮能指標物質 （C-Peptide）濃度について、 エンザイムイムノアッセイ

法 （Mercodia社製 UltrasensitiveC Peptide ELISAキット） を用いて測定したむ測定の結果、フランジ雄 （平均 10.5

pmol/Crmg、N=20）や未成熟個体 （平均22.8pmol/Crmg、N=25）に比べて、 授乳中 （平均6.5pmolにrmg、N=39)
や妊娠中 （平均3.8pmol/Crmg、N=ll）の雌ではやや低い、という結果が得られたc 発情している可能性があっ

た非授乳中の雌ではlサンプルしか測定できなかったが、C-Peptide濃度 は最も高い値だ、った（777.9pmol/Cr・mg)<

C-Peptideは個体の栄養状態を反映し、栄養状態が良いと高値となる。従って妊娠や授乳によって栄養的に負荷が

かかっている雌よりも、発情中の雌は栄養状態が良い可能性があるc

2016-B-75 マ）そセットにおける養育個体のオキシトシン濃度

膏譲慈子 （武蔵野大 ・教育・児童教育） 所内対応考：中村克樹

神経ペプチドであるオキシトシンは、げっ歯類の研究から、 社会的認知 ・行動に関わっていることが知られて

、るが、いまだ霊長類の社会行動とオキシトシンの関係についての研究は数が少ない。本研究は、家族で群を形

成し協同繁殖をおこなう、 コモンマーモセットを対象に、母親だけでなく父親の、母親出産前後のオキシトシン

濃度と養育行動との関連を調べることを目的としたe これまでに、マーモセット型のオキシトシンを合成し、 市
販のオキシトシ測定用 EIAキットを用いて、 マーモセット型のオキシトシンが測定可能であることを確認したc

本年度も引き続き、 初産｛国体を対象とした出産前後の採尿および、 乳児回収テスト、背負い行動の観察を行うこ

とを試みたが、 コモンマーモセットの繋殖がうまく進まなかったため研究ができなかった。

2016-B-76 霊長類における adultneurogenesisの脳内動態及び機能の解析
植木孝俊（名古屋市立大 ・院 ・匡・統合解剖）、尾内康臣、筒賀田泰寛 （浜松医科大 ・光尖端医学教育研究セ

ンター）、岡戸晴生 （東京都医学総合研）、井上浩一、森本浩之（名古屋市立大 ・医） 所内対応者ー高田昌彦

ここでは、 マカクザノレにて adultneurogenesis (AN）の脳内動態を invivoで描出、評価することができるポジト
ロン断層法（PET）による分子イメージング技術を創出する他、マカクザノレで、神経幹細胞を特異的に障害するため

のレンチウイノレスによる遺伝子発現系を確立し、サノレの必J障害モデノレが呈する精神神経症状を解析することを

ねらいとしたe
ANの脳内動態のinvivoイメージングに当たっては、まず、カニクイザノレのgenomiclibraryより神経幹細胞特

異的なnestinプロモーター及びエンハンサーをクローニングし、その発現の細胞特異性を、同エンハンサー／プロ

モーターにより中性アミノ酸トランスポーター／共役因子を共発現するレンチワイノレスを調製し、それを脳室下帯
こ感染させた後に免疫組識化学的染色で確認した。次に、同ウイノレスをANが継続するラットの海罵歯状回に感

染させ、中性アミノ酸トランスポーター／共役因子の発現によるL[3-ISF] alpha methyl tyrosine ([18F]FMT）の取り

込みをPETにより画像化したむ
また、 AN障害モデノレ動物の作出に当たっては、nestinエンハンサー／プロモーターで神経幹細胞特異的に遺伝

子を発現するレンチウイノレスを、マーモセットの海馬歯状回に脳定位装置で顕微芭入、感染させ、細胞障害遺伝

子の発現を誘導したe ここでは予め、ラットで同ワイルスにより神経幹細胞特異的に細胞障害遺伝子を発現させ
た後、同遺伝子産物の基質薬剤を腹腔投与し、海馬歯状回のANを障害することを確認することで、将来のマカ

クずノレ Ai~ 障害モデノレ作製の備えと した。

2016-B-78 全ゲノムシークヱンスデータ解析に基づく解析困難領域の同定と遺伝的多様性の解析

藤本明洋 （京都大 ・医学） 所内対応者：古賀章彦

申請考は、日本人の全ゲ‘ノムシークエンスデータを用いて、（1 ）第2世代シークエンサーでは解析が困難な

領墳の特徴を明らかにする。また、（2）それらの領域のゲノム配列を読み取り長の長い第3世代シークエンサー

を用いて決定することにより、解析困難領墳の遺伝的多様性を解明する。現在は （2）の解析を行っているe

申請者らは、 暁にE本人 108人の全ゲノムシークエンスデータより、解析困難な領域を抽出した （解析困難な
領域は、ヒト標準ゲノム配列に存在しない配列と多様性が極めて高い領域より選出した）。それらの配列を濃縮

するためのアレイ（解析困難領域アレイ）を作成した。また、日本人 108人の解析困難領域を濃縮しPacBioRS 

を用いてシークエンスを行った。現在は、PacBioRSのデータ解析を行っている。第2世代のシークエンサーの

データを PacBioシークエンサーのリード配列に対してマッピングを行い、 エラーを補正する手法の開発を行っ
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たc SRiMP2ソフトワエアを採用し、様々なマッヒEンクeパタメーターを試し、マッピングの偽陽性率と偽陰性率
が低いマッヒsングバタメーターを克出したc さらに、マッピングされたリー ド配列よ りコンセンサス配列を求め

るプログラムを作成したe この手法を日本人サンプノレのデータに適用している。

2016-B-82 霊長類後肢骨格の可動性

佐々木基樹 （帯畜大 ・畜産・ 獣医）、近藤大輔 （帯畜大・畜産・ 獣医） 所内対応者 ：平崎鋭矢

昨年、 一昨年度とこれまでにニシローランドゴリラ計2個体の後肢の CT画像解析をおこなってきたっ本年度
もこれらの個体に加えて、新たに雌のニシローランドゴリラ l個体の後肢を CTスキャナーを用いて非破壊的に

解析したe 今回 CT撮影をおこなったゴリラの祉の可動域を解析した結果、再現性のある特徴を確認することが

できた。そして、このゴリラの祉の特徴を、チンパンジー、ニホンザノレ、そしてスマ トラオランワータンのもの

と比較した。祉の可動域の解析では、 第－i止を最大隈伸展および屈曲させた状態でCT画像撮影をおこない、得
られたCT断屠画像データを三次元立体構築した後、 第一世の可動状況を軍察したむ全てのニシローランドゴリ

ラにおいて、 第一祉の第一中足骨は足の菅腹平面で可動しており、同じ背腹平面で第一駈を可動させているチン
パンジ のものと比較すると、その可動域は明らかに大きかった。今回の解析では、 ニシローランドゴリラの第

一祉の可動域には個体間のばらつきが認められなかったことから、 背腹平面での大きな祉の可動域は、 ゴリラの

種特異的な形態学的特徴であると推測されるe

2016-B-83 下北半島脇野沢の野生ニホンザノレ群の分裂が個体群動態に与える影響

松岡史朗、中山裕理 （下北半島サノレ調査会） 所内対応者 ：古市剛史
下北半島南西部のA87詳は2012年に83頭に増加し、 2013年4月に43頭 （87A群）と22頭（87B詳）の2詳に

分裂した会分裂4年目の2016年度の出産率は、 87A群 53%、87B群は 57%、赤ん坊の死亡率は 87A群で 0%,

(87B詳は不明）と分裂前の高い出産率、低い死亡率の状態に戻った。分裂前 （1984～2011年）分裂後（2013

年以降）の詳の増加率、出産率、0～3歳の死亡率、遊動距離を比較してみたが、今年度もどれも変化は見られな

かった。 87A詳において 10頭の l歳のうち 3頭が秋～冬に消失した。 この3頭はすべて連続出産の母親の子供

で‘あった会分裂前、年々増加傾向にあった群れの遊動面d曹は、分裂後も縮小ば見られなかったが、昨年度に比し

て拡大は見られなかったc 分裂以降の追跡結果から、季節によってよく利用する地域が異なり、遊動域を季節に

よって使い分けているような恒向が見られたc観察例が少なくまだ断言はできないが、今年度は87A詳の遊動域

内での87B群との遭遇が極めて少なく、 87B群は遊動域を変えた可能性がある。

2016-B-84 ワオキツネザノレの避妊薬投与によるホノレモン動態の変化

田中ちぐさ、岡部直樹、杉浦直樹 （（公財）日本モンキーセンター）） 所内対応者 ー木下こづえ

福祉的に動物を銅育するにあたり、スペース確保や血統管理のための繁殖制限は重要課題であるe 繁殖制限に
おいて、 霊長類では避妊用インプラントが一般的に利用されているが、キツネザノレで、はその効果が低いといわれ

ている。そこで、 （公財）日本モンキーセンターで飼育するワオキツネザノレ（lemw・catta）雌6頭を対象に、 ホノレ

モン動態と遊妊の効果について明らかにすることを目的と し研究を行った。10月下旬、 6頭中4頭に避妊用イン
プラント（ジースインプラント，ASKAAnimal Health Co，ョLtd.）を1頭につき I本挿入した。非繁殖期の6～7月と繁

殖期の 10～12月に糞を採取し、発情ホノレモンの一種であるエストロゲン（E2）、 および排卵や妊娠に関するプロゲ

ステロン（P4）の濃度を測定した（図 1）。その結果、発情行動が見られた直後に P4濃度の上昇が得られ、正常に
本種の生理状態の把握ができていることが確認できた。一方で、発情行動時に血中では E2濃度の上昇があった

と考えられるが、測定した糞中では確認できなかった。これは、本種の E2が糞に排世されないか、 または血中

でも微量であるため、糞中に検出できないことが考えられた。本研究における避妊効果については、出産歴があ
る個体へのインプラント投与が1回目の発情行動後に遅延してしまったため、調べることができなかったcまた、

出産歴のない個体に関しては今季出産がみられていないが、インプラントの効果によるものか、 当個体の繁殖能

力によるものか不明であり、今後のモエタリ ングが必要であると考えられたむ

2016-B-85 ニホンザノレの個体間距離と体の向きに関する地域間比較研究

櫓森弘志 （京都大・院 ・理） 所内対応者： 半谷吾郎
優劣スタイノレの異なる 2つのニホンザノレ群を対象に違び、また、競合の高まりやすい採食時でなく休息場面を

観察することによって、近接時の潜在的な緊張を捉えることを試みた。淡路島モンキーセンターと嵐山モンキー

パークいわたやまの2箇所の野猿公亮で程付けされた群れを対象に、休，邑時の個体間距離と互いの体の向け方を

観察したむ ニホンザノレは専制的な社会を持つマカクであるが、淡路島群は特異的に寛容な特徴を持つことが知ら

れているc 体の向きに注邑した理由は、 ニホンザノレの間では他個体を提視することが威嚇に当たることから、潜

在的な緊張を反映して向き合いを避けている可能性があると考えたためである。
山山群と比べ淡路島群では、グ、ノレーミングを伴わない休患時において他個体と接触している頻度が高く（嵐山

46.8%、淡路島 1.6%）、 また接触していないときの個体間距離も短くなっていた。休恵、時における向き合い事例

は、嵐山詳では観察されなかったのに対して、淡路島群ではランダムよりも高い率 （19.5%）で生じていた。両
調査地においてオトナメス同士はほとんど向き合わなかったのに対して、淡路島のオトナメスは、コ ドモやオト
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ナオスとはより高い頻度で向き合っていた。

以上のように個体間距離と向き合いの頻度に、地域および性年齢クラスによる違いがあることが示されたむこ

の結果は、他個体との近接自体に緊張が伴うこと、 個体問距離だけでなく他個体との体の向きも緊張の度合いに

影響することを示唆するものである。

2016-B-86 広鼻猿類脊髄神経後枝の形態的特徴

時田幸之輔 （埼玉医科大学理学療法学科） 所内対応者 ；平崎鋭矢

脊髄神経後枝の分布領壊である背部！ま本賞的に最初に形成された体幹の最も古い部分であるとされており、

種や部位による分化の違いが少なく、 一様な分節的構成を持つとされている（山田、1985）。 しかし、 ヒト・ニ

ホンザノレ（平成27年度霊長類研究所共同利用研究）脊髄神経後技内側枝の起始、 走行経路、分布を固有背筋との位

置関係に注意して、 詳細に観察した結果、 ヒト ・ニホンザノレともに胸神経後枝内側枝と腰神経後枝内側枝では

走行経路が異なることを明らかにした（20日布施・時田、 2015時田）む しかし、 プタ胎仔標本での観察では、胸

神経後枝と腰梓経後枝に走行経路に違いは無かった（2014、2015時田）。 ヒト ・ニホンず／レで‘の腰神経後校内側

技の特異化は、 狭鼻猿類または霊長類に特有な形態ではなし、かと推察しているむ この議論には四足動物におけ

る脊髄神経後枝の形態との比較観察が不可欠であるが、 四足動物脊髄神経後枝の詳細な観察は行われていなし、c

そこで、 今回は広鼻接語のアカテタマリンとリスザノレを対象として、 脊髄神経後枝の起始、 走行経路、 分布

を固有背筋との位置関係に注意して、 詳細に観察を行ったe その結果、 アカテタマリン ・リスザノレと

もに後枝内側枝の形態は大きく3つに分類できたむa：皮枝 ・筋枝共に横突聴筋群の第 l層（半蘇筋）と第2層（多裂

筋）の間を走行する（Thl-TI19)c b：横突聴筋群の第2層（多裂筋）とさらに深層の回旋筋の聞を走行（百110-Thll）台 c: 

回旋筋の深層を走行（Thl2以下）。 以上より、腰神経後枝内側枝の特異化はヒト ・ニホンザルに固有の特徴では

なく、 アカテタマりン ・リスザノレにも共通する特徴であるとことが示唆された。

これらの成果ば、 第32回日本霊長類学会大会、 第70回日本人類学会大会にて発表した。

2016-B-87 -v」 モセット疾患モデノレを用いた神経回路障害ならびに分子病態の解析および治療法の開発

岡j事均、陳酉貴、田村拓也、藤田慶大、本木和美、田J11一彦 （東京医科歯科大 ・難研 ・神経病理学）、泰羅雅
登、勝山成美 （東京医科歯科大 ・大学院医歯学総合研究科 ・語、知神経生物学分野） 所内対応者 ：中村克極

平成28年度は、正常マーモセット脳へ神経変性誘発因子X (4歳齢、 l頭 ）あるいは溶媒（PBS)(6最齢，I

頭）を頭頂葉に継続注入 （2週間に一回、合計4回）した。最終註入から一週間後にマーモセットを濯流固定し、

脳切片を製作した。Xによ り分子変化が誘導される神経変性関連因子Yについて免疫染色したところ、 Xの注入

こよりYにおける神経変性特異的な修飾の増加を確認した。今後はこの神経変性疾患モテツレマーモセットについ

てXの注入前後の認知機能を行動学的に比較した解析を行う必要がある。現在、Xを注入する前の認知機能解析

(4頭、 4議齢～6最齢）を行っており、Xを注入した桂に再度認知機能解析を行う予定である。

2016-B-89 金皇居山野生ニホンザ／レのアカンボウにおける InfantHandlingについて

島田朋美 （帝科大 ・院 ・環境マテリアノレ） 所内対応者 ：詮大和
ニホンザノレでは、母麓以外の個体がアカンボワを抱いたり毛づくろいをする infanthandling （田）が知られて

いるc 飼育下での研究から、ワカモノメスがアカンボウの世話をし、将来の自身の育児に役立てるのではないか

と考えられてきた。申請者は2014-2016年に金華山Bl群のアカンボワ計 13頭（生後0～90日）を対象に恒体追

跡による観察を行い、351回の1Hを観察したc

回 した個体 （ハンドラ一）！士、オトナメスが圧倒的に多い年もあれば、コ ドモメスとオトナメスが半々 の年も

あるというように、年による違いが見られ、ワカモノメスはほとんど行わなかった。IHの内容は、 オトナメスで

は抱擁 ・運搬 ・グノいーミング、コドモメスでは仲間遊び、と大きく異なっており、コ ドモによる田 は遊びの一

環として捉えられた。コドモの仲間遊びを除くと、1Hの 65%以上がその年に非出産のオトナメスによるもので

あり、さらにその90%以上が特定のl頭の高順位個体によるものだった企

このオトナメスは高順位ゆえにアカンボワにアクセスしやすく、頻繁に IHするのでアカンボウから抵抗を示

されることもあったが、致死的な1Hはなくハラスメントとは考えられなかった。先行研究でも 田 を好むオトナ

メスは観察されているが、いずれも例外的な事例として扱われてきた。高順位のオトナメスで妊娠出産しにくい
という条件が揃えば、同様の現象が起こり得る、一般的な現象である可能性が考えられたむ本研究によ り、アカ

ンボウは様々な個体にとって魅力的であり、群れのその時々の構成によってハンドラーも田 の内容も多様であ

ることが明らかとなったむ

2016-B-90 Bornean. and Brazilian flooded forest primates: patterns, parallels and prospe.cts 

Adrian A Barnett (National Institute for Amazonian) 所内対応者 ・湯本貴和
A presentation （”Uacaris [Cacajao Pitheciidae] and也efruits of seasonally-flooded forests: an unexpectedly subtle set of 
interactions”） was made at the 7th. International Symposium on Primatology and Wildlife Science in March 2017. 
Meetings were held with professors of Kyoto University, notably Dr. Takakazu Yumoto，組 dthe possibilities discussed of 
Brazilian students coming to Kyoto to undertake PhDs and of Kyoto students coming to work on projects with Amazonian 
mammals while linked to INPA (National lnsti削除ofAmazon Research, Manaus, Amazonas, Brazi). Potential pr伊ctswere 
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also discussed with Kyoto-based students. 
In addition at the Japan Monkey Centre, with the kind cooperation of Dr. Torno Takano, I was able to measure the teeth of 
the three specimens of Cacajao in their collection, so gaining data that will form p訂tof an up-coming theses by my Master’s 
studetn Renann Paiva阻 d,then soon, a publication. 
Fur也ermore,I had discussions with Dr. Ikki Matsuda, Chubu University, concerning the methods for a mumal project on 
primate diets and food fragment size as well as a discussion on two books that we propose to submit to academic editors. 
In addition, and quite unplanned, a comment by a student at the Primate Research Institute sparked a line of museum 
investigation which will almost certainly result in a note in a primatologial journal. 

2016-B-91 Functional Morphology and wear of primate teeth 

Luca Fiorenza (Monash University) 所内対応者：漬田穣
During my research visit at the Primate Research Institute in November 2016 I have collected over 250 primate 
specimens taking high-resolution den匂1negative impressions ,vith A silicone material: this includes‘Gorilla gorilla (4), 
Pan trog!oφ，tes (16), Macacaf戸1scata(74), Macacaf yakui (53), Macaca cyc!opis (10), Macaca sinica (3), Macaca n怒ra
(6), Macaca radiata (13），地 cacatibetana (3），地 cacaassamensis (10), Macaca fascicu!a巾 （10），地cacamu!atta (10), 
Papio h仰のσ＇S(24），阻dhybri也 ofMacaca (26).I am in the process of creating positive replicas of t白血 withdie-stone 
material suitable for 3D scanning. I will then send the dental casts to the University of New England (Asuむalia)where they 
will generate for me high-resolution 3D polygonal models of teeth. This, however, is an extremely time-consuming process 
that will require time目The3D models will be analysed wi由oursophisticated method called Occlusal Fingerprint Analysis 
(K凶lmeret al., 2009). Through the analysis of w町 facetswe will reconstrnct the jwa movements responsible for their 
creation. Thus, we will be able to better understand the relationship between tooth morphology, diet and wear凶non-human
primate tee也．

2016-B-92 野生ニホンザノレの個体数抑制技術の開発

前多敬一郎（東京大 ・院 ・農学生命）、東村博子 ・大蔵聡 ・上野山賀久 ・末富祐太 ・岡部修（名古屋大 ・院 ・生
命農学）所内対応者 ：鈴木樹理

本研究は、平成 25年に採択された農林水産業 ・食品産業科学技術研究推進事業シーズ劃出ステージ「新規な

繋殖中枢制御舟j開発による家畜繋殖技術と野生害獣個体抑制技術の革新」の一環として、タキキヱン類のひとつ
である NeurokininB の受容体。~3R）措抗剤を用いた新たな野生ニホンず／レの個体数抑制技術の開発の基盤と

なる知見を得ることを呂的とした。 ニホンザノレ雄 3頭を用いた平成 27年度の実験結果から、 NK3R拾抗剤を複

数回投与することによ り、血中のNK3R詰抗剤濃度を高く維持し、テス トステロン分泌を抑制できる可能性を示
唆したが、 その効果は限定的であった。 マウスで報告されているように、他のタキキニン受容体。~IR および
NK2R）の生殖機能への関与が考えられることから、 平成28年度は繁殖期である2月に、陛ニホンザノレの読床下

部を採取し、 NK3Rを含む3種類のタキキニン受容体のクローニングを行い、強制発現細胞を用いて、ニホンザ

ノレのタキキニン受容体に対する NK3R詰抗剤等の結合親和性を検討している。

2016-B-93 ヒトの高次認知機能の分子基盤解明を巨指した比較オミックス研究

郷康広 （自然科学研究機構 ・新分野創成センタ一） 所内対応者 ：大石高生

脳神経団路の形成および発達のゲノム基盤を解明するために、生後 l日齢から成体個体までのニホンザノレ・ア

カゲザノレおよびマーモセットの脳を採取した。平成25-27年の3年間 （霊長類のゲノム・トランスクリプトーム ・
ヱピゲノム研究、 2013-175、 2014-097、 2015-093）で、 合計 21個体のマカクザノレの脳を採取でき、 RNA-s司

法を用いた脳発達トランスク リプトーム解析を実施中である。 また、マカクずノレ・マーモセットの血液から DNA

を調製し、 精神 ・神経疾患関連遺伝子 （約500遺伝子）の配列決定を行った。得られた配列より遺伝子機能を喪
失するような変異 （挿入 ・欠失変異、アミノ酸配列中の終止コ ドンの挿入など）の検出を行った。配列解析より

ヒトの高次認知機能や精神・神経疾患などとの関連が示唆される遺伝子に上記の変異を有する個体および家系を

同定した。平成 28年度は、マカクザノレに関しては医薬基盤 ・健康 ・栄養研究所のカニクイザノレ、 マーモセット
と関しては日本クレア株式会社、大日本住友製薬、理化学研究所脳科学総合研究センター、国立精神 ・梓経医療

研究センターなどからもサンプノレの提供を受け配列解析実験を推進した。平成28年度末時点で、マカクザノレ1141

頭、マーモセット1202頭のDNAサンプノレを取得済みであり、そのうちマカクザノレ985個体、マーモセット561
個体に関しては約500遺伝子程度の精神 ・神経疾患関連遺伝子に関する多型解析を終了しており、すでにいくつ

かの有力な機能喪失変異を有する個体を同定している。 両種群とも 1000頭程度のデータが出揃った時点で論文

化を行う予定であるc

2016-B-94 霊長類の後肢リトラクターに関する機能形態学的研究ー常習的な姿勢との関係

後藤遼佑 （大阪大学・ 院 ・人間科学 ・生物人類学） 所内対応者 ：平崎鋭矢
股関節を伸展するりトラクターの活動によってロコモーション時に身体が推進する。股関節伸展の主動作筋は

霊長類種間で、 特にヒトと他の霊長類の間で異なる。この差異には体幹を常習的に直立させているか否かが関連

すると考えられる。本研究の目的は、 常習的に垂直しがみつきを行い、体幹を立てることに適応したマーモセッ
トのリトラクターと、伏位姿勢をとるオマキザノレ、クモザノレ、ニホンザノレ、サノレ類とヒトの中間的な体幹姿勢を

とる類人猿、そして常習的に体幹を直立させるヒ トのりトラクターの形態を比較することであった。
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本年度はヒトのデータ収集を中心に行ったため、借用したマーモセットの数量的解析には至っていない。しか

し、警部周囲筋を他の霊長類と質的に比較すると、浅殿筋、中殿筋等の筋の配置はニホンザノレ等の伏位姿勢にて

移動する霊長類と類似していた。このことから、 垂直しがみつきといった体幹を直立させる姿勢を常習的に用い

る種であっても、 リトラクターの機能は他のサノレ類と共通している可能性が高いと考えられた。

マーモセット標本の借用期間を延長し、今後数量的解析を行う予定であるe

2016-B-95 真接類の前肢帯骨格の形態・配置と可動域

加賀谷美幸 （広島大 ・医歯薬保健・解剖学及び発生生物学） 所内対応考：漬田穣

胸郭に対する前肢帯骨格の位置とその可動壌を明らかにするため、 オマキザノレを4個体、 ニホンザノレ2個体を

対象に計測を行い、実験利用が本年度限りとなったオマキザノレは過去年度とあわせると 7個体、 ニホンザノレにつ

、ては 13個体のデータを得たe 麻酔下に肢位を変えて骨格ランドマークの三次元座標を取得し、 CTデータから

構築した骨格像をマッチングさせ、位置関係を復元して比較したむとくに負荷をかけず前肢を呂然に下垂させて

固定した肢位では、 肩甲上腕関節の屈曲の程度が個体によって異なるものの内外転はほとんどみられず、前額面

軍で肩甲骨と上院骨がおよそ一直線に並んでいた。 このとき、オマキずノレ・ニホンずノレとも、 肩甲骨体は胸郭の

背腹軸に対して 30-45度の範囲で‘あった。この肢位ではオマキザノレの肩甲蘇内側端はおよそ第1-3胸椎蘇突起

レパノレにあり、 ニホンザノレに比べて蘇上高の位置が胸郭上口付近にあった。これらを含め、 オマキザノレにみられ

る胸郭ー肩甲骨ー鎖骨の位置関係や胸郭上口のシェイフ。はクモザノレ（2014年度に計測）もよく似ており、前肢の担

う運動機能の違いにもかかわらず、系統的な要因が色濃くみられることが分かつた。

2016-B-96 ヒト上科の成長に伴う骨格のプロポーション変化

小林諭史 （京都大学） 所内対応者 ：西村剛

ヒトを除けば、現生ヒト上科系統が互いに分岐をして以降、各系統の化石記畿は著しく乏しいため、ヒ ト上科

の進化史を考察するためには、 現生ヒ ト上科を対象とした徹底的な分析が不可欠である。しかし、現状では類人

績の胎児を含めた成長によるプロポーション変化を大規模に調べた研究は非常に少ないc そこで、ヒト上科にお

する胎児からオトナに至るまで、の成長に伴った骨格のプロポーション変化を解明し、種聞に見られる類似性の起

源を明らかにすることを目的と した。平成 28年度はX線 CTを用いて、 主にヒトとチンパンジーの四肢骨長の

計測を行った．ヒトでは出生前も出生後も同程度に後肢が前肢に対し正の相対成長を示したcチンパンジーでは、

出生後において前肢と後肢が等成長を示していたが、出生前では後肢が前肢に対しヒトよりも弱い正の相対成長

を示したeまた、いずれの成長段階においても、前肢を墓準とした場合、ヒトの後肢はチンパンジーよりも長かっ

た。この結果から、 ヒトでは出生前から後肢の強し、伸長を続けることで効率的な二足歩行と関連付けられる長い

後肢を実現するのに対し、チンパンジーでは出生時に後肢の伸長を前肢と同程度まで高めることで、 長い前肢を

実現している可能性が示唆される。

2016-B-97 Age related differences凶positionalbehavior and dieta1てyadaptation of habituated Silvered leaf monkey 
(Tracltypithecus cristatus) 
Norlinda binti Mohd. Daut(National University of Malaysia), Badrnl Munir Bin Md. Zain (Universiti Kabangsaan 
Malaysia) 所内対応者白湯本貴和
I was at Primate Research Institute (PRI) of Kyoto University on 13th of September 2016 un副 4thOctober 2016 under 
Cooperative Research Program. I stayed at the dorm for Center for Intemational Collaboration and Advanced Studies in 
Primatology which is located adjacent to PRI. During my 20 days at Inuyama campus, I have done many things that 
contributes a lot to my study. Since my study is around age related differences in positional behavior and dietary adaptation 
of habiruated Silvered leaf monkey (Trachypithecus cristatus), I had experienced in collecting and handling fecal samples, 
analyzing particle size and nutrition. My co-supervisor Assoc. Prof. Dr. Ilcki Matsuda taught m巴on也eparticle size analysis. 
He also advised me on collecting and handling fecal samples of T. cristatus in captivity at Japan Monkey Centre. Assoc. 
Prof. Dr. Goro Hanya had trained me on laboratory work. He showed me how to rnn few nutritional assays including, 
assessing amount of ash and non ash, measuring fiber and analyzing nitrogen四 dcrude protein. Apparently, this project is 
still in progress阻 dsupervised by Prof. Dr. Badrul Munir bin Md Zain and Assoc. Prof. Dr. Ikki Matsuda. Part of也巴study
especially on the particle size of T. cristatus in captivity is completed. The data is important and useful especially in 
comparing with the free ranging populations in Malaysia. However, the research will be more comprehensive if I wo凶d
have more time for sampling and laboratory testing. I would be also grateful if I could have more time to master the 
laboratory analysis a well. 

2016-B-98 Diet, activity and home range of long-tailed macaques (Macaca fasciculnris) and dusky l岨 gurs
(Traclt；ψitltecus obscurus）泊 dipterocarpforest fragments, Malaysia 
Far・hani Binti Ruslin, Badr叫 MunirBin Md. Zain (Universiti Kebangsaan Malaysia) 所内対応者 ；半谷吾郎
I arrived at PRI on 13出 September2016企omMalaysia. I went to Japan Monkey Centre and Chubu University for 
couple of days and having a great time. Then, the analysis of ecological and behavioral data was conducted wi出
Collaborator and Associate Professor of Wildlife Resear・ch Center of Kyoto University, Dr. Ikki Matsuda. I have 
experienced different environment in how Japan primatologist does scientific research and acquired valuable knowledge 
from the respected collaborators. More importantly, I have learnt to analyze the ecological data specifically on diet, food 
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availability, activity budget and core area of Malaysian long-tailed macaques (Macaca fascicularis) and d回 kylangurs 
(Trachypithecus obscurus) in dipterocaip forest edges. I was be able to utilize the PRI journal libraiy for references. I went 
back to Malaysia on 4th October 2016 after staying in PRI for 20 days. Cuffently, the project is still in progiモsswith 
collaborator and my sensei/co supervisor, Dr.Ikki Matsuda. AP回 thesis(under Universiti Kebangsaan Malaysia, Malaysia) 
is being wrinen as one of th巴outputof this research grant. 

2016-B-99 ヤクシマザルの頬袋散布種子および糞中種子の二次散布者調査

松原幹 （中京大 ・国際教義） 所内対応者： 社大和
ヤクシカやげっ歯類などが、 ニホンザノレが糞散布した種子の生存率におよぽす影響を調べるため、 2016年5一

月と10-12月に、屋久島西部地域のニホンザノレの糞中種子、および頬袋散布種子に集まる生物を、自動撮影カメ

ラで調べたe ヤマモモの種子は5月末から6月上旬の結実前半期において頬袋散布は極めて少なく、糞散布が中
心であったc 収集したサノレ糞からヤマモモ種子を摘出 ・水洗い ・着色し、直径 3mm以上の種子を除去して 20g
ず、つ！］、分けにした糞に100粒ずつ埋め直して人工サノレ糞を作成したc それらの人工サノレ糞に鉄製の覆い（シカ除

けカゴ、小動物除けカゴ、センチコガネ類除けカゴ）を被せ、着色種子と無着色種子とともに林内の実験区に設

置し、3B後、 1週間接、 1ヶ月後に実験区内に残った種子数を比較した。自動撮影カメラは1ヶ月間設置した。

人工糞では設置から24時間以内に、 ヤクシカが訪れてサノレ糞を食べる行動が、カメラトラップ場所の90%以上

で確認され、 森林性雷歯類による被食も撮影されたc また、秋はイヌガシ、シロダモ、モッコク、リ ュワキュウ
マメガキの頬袋散布種子を収集し、 同様の実験を行った。シロダモとイヌガシの頬袋散布種子は1ヶ月後の消失
率が低く、シカによる被金は撮影されなかった。 モッコクで、はサノレが頬袋から出した直後の種子をシカが採食す

る行動が直接軍察 ・ビデオ記録されたむリ ュワキュウマメガキについては、現在映像を確認中である。

2016-B-100 口腔における感覚受容機構の解明

城戸瑞穂、合島怜央奈 （佐賀大学） 所内対応者・ 今井啓雄

適切な口i在感覚は、噌乳 ・摂食 ・情報交換など多様な行動の基盤となっている。しかしながら、その機構につ
、ての理解はまだ隈られたものである。私たちは、（狭義の）味覚とされる甘味 ・塩味 ・酸味 ・苦味 ・うまみ以

外の口腔内の感覚、とくに、湿度感覚や唐辛子や胡椋などのスパイスなどのへ感覚、触圧感覚などの機構の解明

を包括し、 こうした広義の味覚とされる感覚の分子基盤として、TRPチャネル（transient receptor potential channel) 

を想定し研究を進めてきた。そして、口腔粘膜上皮に、温度および機械受容への関与が報告されているTRPチャ

ネルの霊長類における発現と感覚神経との関係を明らかにすることを目指し、本研究を実施しているむ 平成 28

年度は研究室を異動し、 さらに移動先の研究棟の改修工事のため実験が十分にできない環境にあったc 顕微鏡の
環境など思いの外体制整備に手間取った。ゆえに、 試料の収集と実験条件の模討を主に行った。また新たな抗体

作製を行ったので免疫染色のための条件検討を行った。抗体が標的タンバクを認識していると思われたが、パッ

クグラウンドも高かったことから、さらに条件検討を進めているところであるc

C.一般グループ研究
2016-C-1 植物の機能形質に基づくニホンザルの食物選択メカニズムの解明

饗庭正寛（東北大学大学院生命科学研究科）、黒川紘子（森林総合研究所） 所内対応者 ・湯本貴和

辻ら（2011）に示された、野生ニホンザノレの採食する木本植物リストと白熱環境保全基礎調査植生調査、および
代表研究者らが収集したB本の主要樹木の形質データを用いて、 ニホンザノレの生息域全域において、 ニホンザノレ
が好む樹種（採食の報告例4例以上）とそれ以外の樹種の形質を比較したむ ニホンザノレの樹種選択に影響しうる形

質として、 最大樹高、葉の面積あたり重量、葉の強度、葉の含水率、葉の窒素含量、葉のタンニン含量、葉のフヱ
ノール含量、葉のリグニン含量に着目したe 落葉樹では、ほぼすべての気温帯で、サノレが好む樹種の最大樹高は

そうでない樹種より有意に高かった（図 1）。ただし、この傾向がサノレの噌好性によるものか、観察のバイアスに

よるものかは、今回の解析では不明である。また、サノレが好む樹種で、は、葉の面穫あたり重量、葉の強度、 葉の
窒素含量、 葉のタンニン含量が広い気温帯で、有意に高かった。 一方、常結樹では、サノレが好む樹種において、 葉

の面穫あたり重量、葉の強度、葉のリグニン含量が高い傾向がしばしば見られた（図 2）む 葉の面穫あたり重量は

摂食効率、 窒素含量は栄養価の面から噌好性に影響している可能性が考えられるが、一般に披食防衛に関する形
質である、タンニン含量や葉の強度に高い傾向が見られたのは以外な結果で、あった。

2016-C-2 福島市に生息する野生ニホンザノレの放射能被曝影響調査

羽山伸一、近江俊徳（B獣大 ・獣医）、中西せつ子（NPOどうぶったちの病院）、名切幸枝、石井奈穂美 （日獣

大 ・獣医） 所内対応者：JI!本芳
本研究グ‘ノレーフ＝では、2007年から福島県ニホンザル特定鳥獣保護管理計画にもとづき福島市で個体数調整のた
めに捕獲された野生個体を分析し、妊振率の推定や遺伝子解析などを行ってきた。福島市にはおよそ20詳、2000

頭の野生群が生息しているが、2011年の福島第 1原子力発電所の爆発によ り方局サ能で被曝したc 2012年度に放

射性セシウムの蓄積状況と血液性状の関係を調査し、血球数やヘモグロビン濃度などの低下を明らかにしたむ 今

年度は、その後の筋肉中放射性セシウムの蓄積状況と血液性状を調査し、放射性物質の讃衰に伴う血液性状の変

化を明らかにした
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